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気
鋭
の
パ
ロ
デ
ィ
ス
ト
に
よ
る
初
年
代
へ
の
黙
示
録

パ
ロ
ト
ピ
ア
・
カ
タ
ロ
グ

橋
本
勝
漫
闘
が
氾
法
し
、
パ
ロ
る
こ
と
が
は
や
る
。
だ
が
多
く
は
笑
い
に

(
イ
ラ
ス
ト
+
文
}
よ
る
カ
タ
ル
シ
ス
か
ナ
ン
セ
ン
ス
ゆ
え
の
解
毒
で
は
な
い
か
。
パ

四
六
判
上
製
ロ
デ
ィ
と
は
も
じ
る
こ
と
で
は
な
く
、
ひ
っ
く
り
返
す
こ
と
で
あ

一
八

O
O円
り
、
瓢
刺
は
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
構
想
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
あ
の

H

毛

沢
東
の
ア
カ
ン
ベ

l
H
の
イ
ラ
ス
ト
で
今
日
の
中
国
を
予
言
し
た

橋
本
勝
が
貧
欲
な
好
奇
心
で
森
羅
万
象
に
食
い
つ
き
、
パ
ロ
デ
ィ

ス
ト
の
パ
ッ
シ
ョ
ン
を
も
っ
て
人
類
の
未
来
を
峡
笑
す
る
秀
作
集

社会思想社
東京郵文京区本郷 1-25 
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興味つきない江戸社会の実態

| く江戸〉選書 | 

一
パ
パ
と
マ
マ
の
離
婚
四
六
二
二
O
O
円一

一

リ

チ

ャ

l
ド

-
A
-
ガ
l
ド
ナ

l

深

沢

道

子

訳

一

一
望
ま
し
い
親
子
関
係
を
考
、
ぇ
、
実
際
的
な
忠
告
を
与
え
た
書
一

江

戸

西
山
松
之
助
著

子

ツ

大
江
戸
の
成
立

江
戸
の
開
帳

比
留
間
尚
著

1
2
0
0
円

江
戸
の
町
役
人

吉
原
健
一
郎
著

1
2
0
0
円

江
戸
y
子
こ
そ
江
戸
文
化
創

造
の
主
体
で
あ
っ
た
こ
と
を

は
じ
め
て
論
証
。
さ
ら
に
「
い

き
」
「
通
」
の
問
題
に
も
論
及
。

武
都
江
戸
の
変
質
を
世
態
風

俗
の
中
に
描
き
、
ま
た
幕
政

を
批
判
し
た
落
書
・
落
首
を

も
克
明
に
照
射
し
た
力
作
。

有
名
寺
社
の
開
帳
の
実
態
に

触
れ
な
が
ら
、
開
帳
の
も
た

ら
す
経
済
的
・
文
化
的
諸
側

面
を
克
明
に
描
き
出
す
。

封
建
都
市
江
戸
の
発
展
を
背

景
に
し
て
、
町
役
人
制
皮
肉

沿
革
を
具
体
的
に
追
究
、
そ

の
実
像
を
は
じ
め
て
解
明
。

( 
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関育斐闇選書

政
治
社
会
学
入
門

秋
元
律
郎
・
森
縛
・
曽
良
中
清
司
編

H
市
民
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

の
条
件
H

政
治
化
す
る
現
代
社
会
の
な
か
で
、
市
民
参

加
に
よ
っ
て
司
能
と
な
る
条
件
を
追
求
。
一
五

O
O円

フ
ラ
ン
ス
六
章

獲
庭
孝
男
編

H
フ
ラ
ン
ス
文
化
の
伝
統
と
革
新
H

五
人
の

専
門
家
ガ
、
今
目
的
な
視
点
か
ら
日
本
人
に
と
っ
て
の
フ

ラ
ン
ス
の
イ
メ
ー
ジ
を
多
角
的
巳
追
求
。
一
五

O
O円

ハ
イ
デ
ガ
1
1
存
在
と
時
間
」
入
門

渡
辺
二
郎
編
ハ
イ
デ
刀
|
の
主
著
「
存
在
と
時
間
」
は
、
現
象

学
、
実
存
哲
学
怠
ど
現
代
思
想
の
発
火
点
と
な
っ
定
。
難

解
で
知
ら
れ
る
こ
の
書
を
平
易
に
解
説
。
一
四

O
O円

J

・

的
テ

ノ
撞
陵
リ

川
島
ナ

ア
観
↓

4
4

。、ノ田中義久・矢沢修次郎・小林修一訳

ファシズムの社会心理学的研究の

名著一一一アドルノを中心とするフ

ランクフルト社会研究所のスタッ

フが，反民主主義的・権威主義的

.ファシズム的パーソナリティの

特性について，膨大な実証研究を

基礎に科学的に分析する.

現代社会学大系⑫ 46判/価6000円

( 
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〆島「
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人
文
・
社
会
科
学
書
二

O
、

コニ

ア
」
報
告
書

六
月
三

O
日
(
月
)
か
ら
七
月
三
日
(
木
〉
ま
で

の
四
日
間
、
東
版
本
社
大
ホ
l
ル
で
開
催
い
た
し
ま

し
た
「
朗
人
文
・
社
会
科
学
書
二

O
、
0
0
0点
フ

z

ア
」
に
つ
い
て
、
一
、
開
催
ま
で
、
二
、
会
期

中
、
=
一
、
開
催
後
、
四
、
感
じ
た
こ
と
、
の
四
項
目

に
分
け
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
今
回
の
企

画
が
、
四
団
体
(
人
文
会
・
法
経
会
・
経
営
書
出
版

研
究
会
・
歴
史
書
懇
話
会
〉
の
方
々
、
拡
飯
に
当
ら

れ
た
書
応
様
、
ご
来
場
い
た
だ
い
た
図
書
館
関
係
者

の
ご
協
力
を
得
ま
し
て
好
評
裡
に
終
了
い
た
し
ま
し

た
こ
と
を
、
ま
ず
も
っ
て
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま

す。
一
、
開
催
ま
で

五
三
年
で
す
か
ら
も
う
一
昨
年
に
な
り
ま
す
が
、

0
0
0点
フ

専
門
書
の
部
門
で
何
か
新
し
い
企
画
を
た
て
た
い
と

い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
丁
度
公
取
委
の
再
販
見

直
し
発
言
が
あ
っ
た
年
で
、
「
い
い
本
が
手
に
入
ら

な
い
」
、
「
ど
こ
を
切
っ
て
も
同
じ
顔
が
出
る
金
太
郎

ア
メ
の
よ
う
な
木
屋
ば
か
り
」
と
い
っ
た
声
が
さ
か

ん
に
聞
え
て
来
ま
し
た
。
人
文
会
ニ
ュ
ー
ス

μ
号
で

も
ふ
れ
ま
し
た
が
、
専
門
書
部
門
の
機
能
強
化
の
た

め
に
も
物
流
面
で
改
善
を
は
か
つ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
し
た
。

H

巨
大
な
パ
イ
プ
一
本
が
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
書
籍

を
送
り
込
ん
で
い
る
現
状
を
改
善
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
商
品
の
も
っ
て
い
る
特
質
に
応
じ
て
細
分
化
し

(
専
門
細
分
化
志
向
)
、
専
門
的
な
取
扱
い
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
書
庖
、
読
者
に
物
流
面
、
情
報
面

で
サ
ー
ビ
ス
を
行
な
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。
私
案

r-. 

東
販
書
籍
部
次
長

稲
葉
通
雄

で
す
が
分
類
と
し
て
は
次
の
通
り
で
す
。

1
1
専
門
図
書
部
門
(
ク
オ
リ
テ
ィ
ブ
ッ
ク
)

人
文
・
法
経
・
理
工
・
医
・
農

ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
ス
部
門

文
庫
・
新
書
の
一
部
・
コ
ミ
ッ
ク

一
般
図
書
部
門
(
ト
レ
ー
ド
ブ
ッ
ク
〉

通
常
の
単
行
本

外
売
図
書
部
門

籍

- 1ー

2 

室田

3 4 

四
本
の
パ
イ
プ
に
分
離
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
で
の
新
し
い
販
路
の
拡
張
を
可
能
に

す
る
と
思
う
の
で
す
。
H

引
用
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、
い
ま
で
も
そ
の
方

向
づ
け
は
か
わ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
「
書
籍

専
門
書
課
」
が
生
ま
れ
て
、
更
に
踏
み
込
ん
だ
と
い

え
ま
す
。
書
庖
さ
ん
の
庖
頭
企
画
と
し
て
は
、
〈
東



販
E
P
T
企
画
〉
と
し
て
す
で
に
五

O
本
近
い
イ
ベ

ン
ト
を
打
ち
出
し
て
お
り
、
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
シ

リ
ー
ズ
、
テ
l
マ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
シ
リ
ー
ズ
、
ニ
ュ

ー
ビ
ジ
ネ
ス
書
フ
ェ
ア
:
:
:
等
は
そ
の
一
例
で
す
。

「
人
文
科
学
書
の
フ
ェ
ア
を
主
要
都
市
で
や
り
た

い
」
と
人
文
会
の
幹
部
の
方
に
、
そ
れ
と
な
く
お
話

し
た
の
も
そ
の
頃
で
す
。
な
ぜ
人
文
な
の
か
、
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
ま
ず
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
専
門

書
の
ジ
ャ
ン
ル
で
も
っ
と
も
一
般
読
者
と
の
接
点
が

広
範
囲
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
二
つ
め
は
現
在
も
そ

う
で
す
が
、
一
般
書
係
と
専
門
書
係
の
両
係
に
ま
た

が
っ
て
い
る
書
籍
が
多
く
、
キ
チ
ン
と
区
分
を
し
た

か
っ
た
こ
と
。
た
と
え
ば
歴
史
書
、
思
想
関
係
は
一

般
書
扱
い
で
、
地
誌
、
心
理
関
係
は
専
門
書
扱
い
と

な
っ
て
い
る
た
め
版
元
さ
ん
が
戸
惑
う
こ
と
が
多
い

の
で
す
。

人
文
科
学
書
か
ら
手
を
つ
け
、
法
経
、
理
工
と
す

す
め
て
い
き
た
い
。
フ
ェ
ア
企
画
の
進
行
の
中
で
、

現
在
の
流
通
の
問
題
点
を
と
ら
え
て
い
く
、
そ
の
よ

う
な
意
図
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

昨
秋
、
営
業
首
都
圏
本
部
か
ら
、
特
定
な
得
意
先

と
組
ん
で
の
八
人
文
フ
ェ
ア
〉
の
企
画
が
書
籍
部
に

持
ち
込
ま
れ
、
豊
富
籍
部
案
と
合
体
し
て
検
討
を
加

え
、
八
人
文
・
社
会
科
学
書
フ
ェ
ア
〉
と
し
て
本
年

f向、

に
持
ち
越
し
を
し
た
の
で
す
。
当
初
は
一
般
読
者
も

フ
ェ
ア
の
対
象
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
展

示
会
場
が
実
施
期
日
の
関
係
で
外
部
に
求
め
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
図
書
館
関
係
者
に
限
定
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
図
書
館
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
一
般
読
者
の
反
響
に
私
ど
も
は
強
い
関
心
を
持

っ
て
い
た
の
で
、
九
月
か
ら
一
一
月
ま
で
の
三
ヶ
月

間
、
札
幌
・
仙
台
・
名
古
屋
・
京
都
・
大
阪
・
福
岡

の
全
国
主
要
都
市
六
会
場
で
の
開
催
は
、
原
則
と
し

て
一
般
読
者
も
フ
ェ
ア
の
対
象
と
考
え
て
い
ま
す
。

主
要
拡
販
脂
と
開
催
期
日
に
つ
い
て
打
合
せ
を
行

い
、
会
場
と
な
る
大
ホ

I
ル
(
二
五

O
坪
)
の
使
用

許
可
を
申
請
し
て
、
い
よ
い
よ
準
備
に
入
り
ま
し

た
運
営
委
員
会
(
委
員
長
遠
藤
専
務
〉
、
実
行
委
員
会

(
委
員
長
関
根
部
長
〉
が
発
足
し
、
全
社
的
な
体
制

が
組
ま
れ
ま
し
た
。

四
団
体
四
六
社
か
ら
の
出
品
内
容
は
別
表
の
通
り

A
哲
学
・
恩
怨
か
ら
、

J
法
律
、
ま
で
の
一

O
分
類

に
K
セ
ッ
ト
・
全
集
を
加
え
、
そ
れ
を
基
に
、
フ
ェ

ア
専
用
目
録
の
編
集
が
な
さ
れ
た
の
で
す
。

注
文
書
を
兼
ね
た
目
録
は
、
フ
ェ
ア
最
大
の
武
器

と
な
り
ま
し
た
。
第
て
第
二
と
二
分
冊
と
し
更
に

目
録
原
稿
締
切
り
後
に
刊
行
さ
れ
た
商
品
は
、
最
新

刊
目
録
と
し
て
別
に
作
成
し
ま
し
た
。

目
録
編
集
上
の
特
色
と
し
て
は
、

一
、
ジ
ャ
ン
ル
別
・
出
版
社
別
で
あ
る
こ
と
。

大
分
類
一

O
、
小
分
類
七
九
と
す
る
。

二
、
目
録
の
順
序
と
展
示
会
場
の
商
品
配
列
順
は

同
一
で
あ
る
こ
と
。

三
、
選
書
の
チ
ェ
ッ
ク
に
便
利
な
よ
う
に
目
録
は

余
り
部
厚
く
な
ら
な
い
こ
と
。

会
場
二
五

O
坪
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
、
営
業
企
画
部

の
庖
舗
設
計
担
当
が
当
り
、
図
面
を
基
に
協
議
を
重

ね
ま
し
た
。

会
場
の
展
示
区
分
は
、
展
示
台
用
の
布
と
、
標
示

板
と
で
色
分
け
を
し
ま
し
た
。

ア
イ
ボ
リ
1
ゾ

l
ン
:
:
:
哲
学
・
宗
教
・
思
想
・

心
理
・
社
会

プ
ル
l
ゾ
l
γ
:
:
:
文
学
・
評
論
・
歴
史
・
教
育

、
コ
ー
ル
ド
ソ
I
ン
:
:
:
経
営
・
経
済
・
法
律

三
区
分
の
他
に
、
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
は
、

各
社
ベ
ス
ト
叩
コ
ー
ナ
ー
、
各
種
全
集
コ
ー
ナ

ー
、
在
庫
僅
少
本
コ
ー
ナ
ー
、
最
新
刊
コ
ー
ナ

ー
、
各
社
目
録
コ
ー
ナ
ー
。

一
方
営
業
首
都
圏
本
部
で
は
、
拡
販
庖
を
中
心
と

し
た
〈
フ
ェ
ア
〉
へ
の
参
加
要
請
と
、
公
・
私
立
図

書
館
、
各
種
専
門
図
書
館
、
大
学
・
高
校
図
書
館
へ

- 2 ー
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〆眠、

の
事
前
受
注
促
進
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
主
要
拡
版

底
へ
は
四
団
体
か
ら
も
〈
フ
ェ
ア
〉
協
力
へ
の
依
頼

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
の
商
品
展
示
用
の
書
架

は
、
丸
善
製
版
部
の
全
面
的
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
新
し
い
ス
チ
ー
ル
製
の
書
架
に
一
八
、

0
0

0
点
余
の
専
門
書
が
収
納
さ
れ
て
い
く
様
は
壮
観
で

し
た
。
拡
販
応
、
四
団
体
そ
し
て
私
共
東
販
と
の
、

こ
の
八
フ
ェ
ア
〉
に
対
す
る
イ
キ
が
次
第
に
投
合
さ

れ
盛
り
あ
が
り
を
見
せ
て
来
ま
し
た
。

二
、
会
期
中

六
月
一
一
一
O
日
ハ
月
〉
一
O
時
、
四
団
体
を
代
表
し

て
東
大
出
版
会
中
平
常
務
理
事
、
日
本
図
書
館
協
会

栗
原
事
務
局
長
、
東
販
石
川
社
長
の
三
名
の
方
に
よ

っ
て
テ
1
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
四
日
間
の
幕
が
明

け
ら
れ
ま
し
た
。

計
画
段
階
で
の
販
売
目
標
は
五
、

0
0
0万
円
で

事
前
受
注
三
、

0
0
0万
円

展

示

会

て

五

O

O

万

門

事
後
フ
ォ
ロ
ー
五
O
O
万
円

デ
ー
タ
集
計
は
シ
ス
テ
ム
部
の
協
力
を
得
て
、

事
前
注
文
分
七
月
一
一
一
日
打
ち
出
し

会
場
販
売
分
七
月
九
日
打
ち
出
し

事
後
注
文
分
八
月
六
日
打
ち
出
し
〈
最
終
)

初
日
は
月
曜
日
で
図
書
館
の
休
館
日
に
も
か
か
わ

ら
ず
来
場
者
が
多
く
広
い
会
場
も
人
波
で
埋
ま
り
ま

し
た
。
も
っ
と
も
書
広
さ
ん
や
図
書
館
関
係
者
を
上

ま
わ
る
程
、
出
版
社
の
方
々
の
顔
が
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。
業
界
内
で
い
か
に
関
心
を
呼
ん
で
い
る
か
が

わ
か
り
ま
す
。

会
場
は
大
き
く
三
つ
の
色
分
け
に
よ
っ
て
区
分
さ

れ
、
展
示
商
品
は
、
目
録
掲
載
順
に
配
列
さ
れ
て
い

て
、
展
示
さ
れ
た
専
門
書
一
点
一
点
に
、
五
枚
の
注

文
カ
l
ド
を
挿
入
い
た
し
ま
し
た
。
注
文
の
際
に
専

用
目
録
か
ら
で
も
、
注
文
カ
l
ド
に
よ
っ
て
で
も
発

注
が
で
き
る
よ
う
配
慮
し
ま
し
た
。
本
を
選
ぶ
場
合

に
こ
の
注
文
カ
I
ド
は
予
想
以
上
に
有
効
で
し
た
。

欲
し
い
本
の
カ
l
ド
を
抜
い
て
、
そ
れ
が
手
許
に
ふ

え
て
く
る
の
も
楽
し
み
で
す
し
、
あ
と
で
思
い
返
し

て
や
は
り
あ
れ
も
揃
え
て
お
き
た
い
と
思
え
ば
、
そ

の
本
の
棚
に
戻
っ
て
、
カ
ー
ド
を
抜
い
て
く
れ
ば
い

い
。
い
ま
ま
で
い
く
ら
位
買
っ
た
の
か
集
計
す
る
の

に
も
、
カ
ー
ド
に
記
入
さ
れ
た
定
価
金
額
を
計
算
す

れ
ば
い
い
の
で
す
か
ら
便
利
で
し
た
。
棚
と
平
台
の

注
文
カ
I
ド
補
充
担
当
者
は
、
そ
の
日
、
そ
の
日
で

カ
l
ド
枚
数
を
チ
ェ
ッ
ク
し
一
点
五
枚
を
基
準
に
不

足
分
を
出
版
社
名
と
書
名
そ
れ
に
定
価
を
書
き
込
ん

で
補
充
い
た
し
ま
し
た
。

Pヘ

初

日

売

り

上

げ

七

八

O

万

円

二
日
目
売
り
上
げ
五
二
O
万
円

一
一
一
日
目
売
り
上
げ
七
五
O
万
円

四
日
目
売
り
上
げ
て
一
O
O
万
門

会

計

三

、

一

五

O

万

円

会
場
販
売
の
予
定
金
額
一
、
五
O
O
万
の
二
倍
の

売
り
上
げ
で
、
来
場
者
は
て
四
八
七
名
に
の
ぼ
り

ま
し
た
。

図
書
館
別
の
買
上
げ
金
額
の
占
有
は

公

共

図

書

館

四

八

・

六

%

専

門

図

書

館

一

0
・
一
%

大

学

図

書

館

二

六

・

O

%

高

校

図

書

館

一

四

・

二

%

中

学

図

書

館

一

・

一

%

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に
書
か
れ
た
図
書
館
員
の
感
想

と
し
て
は
、

一
、
会
場
が
広
く
落
着
い
て
選
書
が
出
来
た
。

一
、
展
示
方
法
が
見
や
す
く
、
カ
ー
ド
に
よ
る
注

文
方
法
が
便
利
だ
っ
た
。

一
、
参
加
出
版
社
を
も
っ
と
ふ
や
し
て
ほ
し
い
。

一
、
自
然
科
学
書
・
工
学
書
の
フ
ェ
ア
も
や
っ
て

ほ
し
い
。

一
、
美
術
・
写
真
そ
の
他
の
分
野
も
設
け
て
ほ
し

、L
V

- 3 ー



ま
た
〈
フ
ェ
ア
〉
開
催
の
意
義
に
ふ
れ
て
、

て
人
文
と
い
う
地
味
な
本
を
拡
娠
し
て
行
く
こ

と
は
意
味
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
う
。
今
後
の
企

画
に
期
待
し
て
い
る
。

好
意
的
な
意
見
が
多
く
、
あ
り
が
た
か
っ
た
。

=
一
、
開
催
後

最
終
日
の
七
月
一
一
一
日
は
、
終
了
時
聞
を
書
庖
さ
ん

の
要
請
で
三

0
分
間
延
長
し
て
一
六
時
三

O
分
で
四

日
間
の
世
帯
を
閉
じ
ま
し
た
。
直
ち
に
会
場
撤
去
の
作

業
に
入
り
、
一
八
時
に
は
ほ
ぼ
商
品
の
梱
包
、
搬
出

を
終
え
た
の
は
流
石
東
販
の
組
織
力
だ
と
、
自
社
の

事
な
が
ら
感
嘆
い
た
し
ま
し
た
。
翌
日
は
午
前
中
に

丸
善
製
版
部
の
方
々
に
よ
っ
て
書
架
の
撤
去
が
行
わ

れ
、
午
後
三
時
か
ら
の
〈
フ
ェ
ア
〉
全
国
主
要
都
市

六
会
場
開
催
に
つ
い
て
の
説
明
会
は
、
チ
リ
一
つ
な

い
大
ホ
l
ル
で
、
一
五

O
余
社
の
出
版
社
の
出
席
を

得
て
行
わ
れ
た
の
で
し
た
。
電
光
石
火
と
い
う
べ
き

カ
八
フ
ェ
ア
〉
専
用
目
録
が
最
大
の
武
器
と
な
っ
た

と
前
述
い
た
し
ま
し
た
が
、
事
後
の
注
文
は
こ
の
目

録
の
効
果
に
よ
っ
て
、
予
想
を
大
き
く
上
ま
わ
る
成

果
を
見
ま
し
た
。

w
七
月
か
ら
八
月
中
旬
に
か
け
て
注
文
が
際
立
つ

F畑、

て
多
い
。
@
か
ら
の
注
文
が
多
い
の
は
当
然
と
し

て
、
他
取
次
の
分
も
目
録
か
ら
転
記
さ
れ
た
と
思
わ

れ
る
短
冊
が
多
か
っ
た
H

"
ま
だ
注
文
が
続
い
て
い
る
よ
。
集
計
は
い
つ
ま

で
で
打
ち
切
っ
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
か
u

四
団
体
の
出
版
社
か
ら
の
声
で
す
。

会
期
中
に
、
展
示
用
商
品
を
紀
伊
国
屋
書
庖
き
ん

で
一
括
買
上
げ
の
意
向
、
と
い
う
情
報
が
流
れ
た

時
私
共
関
係
者
は
正
直
言
っ
て
ホ
ッ
と
し
た
の
で
し

た
。
は
じ
め
て
の
〈
フ
ェ
ア
〉
で
あ
り
売
り
上
げ
よ

り
も
、
人
文
・
社
会
科
学
蓄
の

P
R
に
重
点
を
置
い

て
い
た
と
は
い
い
乍
ら
、
や
は
り
反
響
の
バ
ロ
メ
ー

タ
ー
と
し
て
の
販
売
額
は
気
に
な
り
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
打
出
し
の
最
終
集
計
は
、

総
金
額
一
三
一
、

O
六
七
、
八
=
一

O
円

総

冊

数

五

O
、
六
二
九
冊

(
一
冊
平
均
、
一
一
、
五
八
八
円
)

現
在
も
注
文
が
続
い
て
お
り
、
一
般
信
の
集
計
打

ち
切
り
分
ま
で
含
め
る
と

約
一
億
四
、

0
0
0万
円

と
推
計
さ
れ
ま
す
。

冊
、
感
じ
た
こ
と

未
来
社
の
西
谷
社
長
が
、

「
未
来
」
八
月
号
で
、

今
回
の
〈
フ
ェ
ア
〉
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
ら
れ
る
。

概
し
て
好
意
的
に
書
か
れ
て
あ
り
珍
ら
し
い
こ
と

で
す
。"

中
に
は
若
干
、
こ
れ
が
果
し
て
人
文
・
社
会
科

学
書
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
と
首
を
か
し
げ
た
く
な
る

も
の
も
な
い
で
は
な
か
っ
た
が
(
た
と
え
ば
、
文
学

書
、
小
説
、
経
営
、
法
律
の
実
務
書
)
、
概
し
て
人

文
・
社
会
科
学
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
品
ぞ
ろ
え
で
あ

っ
た
と
評
価
し
て
い
い
だ
ろ
う
。
ー
中
略

l
し
か
し

気
に
な
っ
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
M

西
谷
さ
ん
ら
し
い
粘
り
腰
だ
。
会
場
売
り
上
げ
の

四
八
・
六
%
が
公
共
図
書
館
で
あ
り
、
文
学
書
、
実

務
書
に
も
人
気
が
あ
っ
た
の
で
、
営
業
的
見
地
か
ら

は
プ
ラ
ス
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
取
次
的
感
覚
で
あ
っ

て
、
学
者
肌
の
西
谷
イ
ズ
ム
と
は
異
な
る
と
こ
ろ
で

そ
こ
が
面
白
い
。
「
専
門
書
」
の
定
義
づ
け
に
西
谷

さ
ん
が
あ
れ
ほ
ど
の
紙
数
(
未
来
五
月
号

t
七
月
号
〉

を
割
い
て
お
ら
れ
た
だ
け
に
、
気
に
な
っ
た
の
は
止

む
を
得
な
い
と
は
思
う
。

J

一
大
取
次
底
は
、
専
門
書
も
扱
う
が
、
も
と
も

と
一
般
書
、
雑
誌
が
中
心
の
総
合
取
次
で
、
専
門
書

は
と
か
く
日
陰
者
扱
い
で
あ
っ
た
。
経
営
効
率
を
考

え
れ
ば
そ
れ
は
当
然
と
も
い
え
た
か
ら
、
わ
れ
わ
れ

も
別
に
意
に
も
介
し
な
か
っ
た
u

(
注
傍
点
稲
葉
〉

- 4 ー
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こ
れ
も
西
谷
論
文
か
ら
の
引
用
で
す
が
、
い
さ
さ

か
僻
み
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
日
陰
者
な
ど
と
い
わ
ず

に
、
ま
た
意
に
も
介
し
な
か
っ
た
と
つ

っ
ぱ
ね
な
い

で
、
私
共
に
も
い
ろ
い
ろ
や
ら
せ
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
る
の
で
す
。

外
側
か
ら
の
見
方
は
別
に
し
て
、

私
共
の
内
部
で

は
、
「
専
門
書
」
に
熱
い
想
い
を
抱
き
続
け
て
き
ま

し
た
。
石
川
社
長
が
他
の
ジ
ャ
ン
ル
に
先
が
け
て
、

「書
籍
専
門
書
課
」
と
課
制
を
施
い
た
の
も
そ
の
端

的
な
あ
ら
わ
れ
で
す
。

今
回
の
〈
フ
ェ
ア
〉
を
通
じ
て
東
販
全
体
と
し
て

「専
門
書
」
へ
の
手
が
か
り
を
得
た
こ
と
が
最
大
の

収
穫
で
あ
り
ま
し
た
。

「
専
門
書
」
は
決
し
て
一
担
当
セ
タ
シ
ョ
ン
の
も

の
で
は
な
い
と
い
う
認
識
と
、
そ
れ
を
基
盤
と
し
た

こ
れ
か
ら
の
広
が
り
が
大
き
い
と
思
え
る
の
で
す
。

望里E ザ曹~.....---..:.;.;.....ー・一一 一骨
. . ... ~. 

ー ー
宅日

ー・‘_o. "_ 
L -:-

ー- .~' 

ヨ夙- . 一-， 

--"'~ - -γョー‘ ー
明-‘a・・-ー~--- 句 、ー

qJ.3
t
3
.
主
'

l

ι

J

 

ー- ::J -



() ) 

'80人文・社会科学書20.000点フェア分類記号表

分類記号| 分 類 |分類記号| 分 類 |分類記号| 分 類

(A) 哲学・思想 D-3 家 族 社 会 G-8 音楽・美術・図工
A-1 哲学・思想一般 D-4 地 域 社 会 G-g 技術・家庭・保健体育
A-2 哲 学 各 論 D-5 産 業 社 会 G-lO 道徳特活・生活指導
A-3 東洋哲学・思想 D-6 福祉・教育社会 G-l1 幼児・家庭教育・社会教育
A-4 西洋哲学・思想 D-7 社会心理・マスコミ G-12 外 国 語 教 育
A-5 現 代 思 想 D-8 在 会 問 題 (H) 経 済
A-6 倫 理 学 D-9 文 イじ 人 類 学 H-1 経 済
A-7 論 理 Aで岨f" D-10 民 俗 学 H-2 財 政
A-8 美 学 (E) 文学・評論 H-3 統 計
A-9 人 生 論 E-1 文学・文学評論 H-4 一主産一金・労働問題業
(B) 宗 教 E-2 社 会 論 評 H-5 
B-1 信沼金可，Z 教 般 E-3 科 学 評 論 (1) 経 営
B-2 信万bてp 教 学 E-4 当3主2Z- 術 評 論 I 1 経 営

。市 B-3 神 道 E-5 文 イじ 評 論 1-2 経 戸昂孟"- 管 理
B-4 仏 教 (F) 歴 史 1-3 会 計
B-5 キ リ ス ト 教 F-1 歴 史 般 1-4 商 業
B-6 その他の宗教 F-2 考 古 学 (J) 法 律
(C) 心 理 F-3 日 本 史 J-1 法 律
C-1 ，t:， 理 一 般 F-4 世 界 史 J 2 憲 法
C-2 知 覚 F-5 文 化 史 J-3 qーi・ 政 法
C-3 学 習 F-6 伝 記 J-4 民 法
C-4 思 考・言 語 F-7 地 理 J 5 商 法
C-5 発 達・教 育 (G) 教 育 J-6 刑 法
C-6 簡 塵 G-1 教育 般・教育学 J-7 司 法 訴 訟 手 続 法
C-7 人 格 G-2 特 殊 教 育 J-8 諸 法
C-8 社 会・産 業 G-3 学級経営・学習指導 J-g 労 働 法
C-g 数 理 G-4 国文学・国語教育 J-10 国 際 法
(D) 社 会 G-5 社 会 科 J-11 法律実務書式
D-1 社 会 一 般 G-6 算 数 ・ 数 学 研 究 J-12 政 治
D-2 社 会 学 理 論 G-7 理 科 教 育 区 各 種 全 集
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80 

人
文
・
社
会
科
学
書
二

O
、

東
阪
で
は
、
人
文
会
、
法
経
会
、
経
営
書
出
版
研

究
会
、
歴
史
書
懇
話
会
の
出
版
4
団
体
の
ご
協
賛
を

得
て
、
去
る
6
月
叩
日
よ
り
7
月
3
日
ま
で
の
4
日

聞
に
わ
た
り
、
「

ω人
文
・
社
会
科
学
書
二

O
、
0

0
0点
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
期
中
は
蓄
広
様
、
図
書
館
関
係
者
様
多
数
の
ご

来
場
を
い
た
だ
き
終
日
賑
わ
い
を
見
せ
、
初
め
て
の

試
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
特
に
問
題
も
な
く
、
目
標

を
大
幅
に
上
回
る
成
績
で
好
評
の
う
ち
に
終
了
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
も
一
重
に
、
主
旨
に
ご
賛
問
い
た
だ
き
、
絶

大
な
ご
支
援
ご
協
力
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
書

庖
様
、

4
団
体
出
版
社
様
各
位
の
お
か
げ
で
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
の
紙
上
を
お
借
り
し
改
め
て
厚
く
お
礼
申

し
あ
げ
ま
す
。

0
0
0点
フ

，-..、

コ二

ア
営
業
の
立
場
か
ら

今
回
の
フ
ェ
ア
に
つ
い
て
営
業
の
立
場
か
ら
振
り

返
っ
て
見
た
い
と
思
い
ま
す
。

。
フ
ェ
ア
開
催
の
意
味

来
場
者
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
「
地
味
な
木

の
拡
版
、
評
価
し
た
い
」
「
選
書
、
注
文
が
し
や
す

い
」
「
毎
年
開
催
し
て
ほ
し
い
」
「
理
工
学
、
芸
術
、

文
芸
な
ど
他
の
ジ
ャ
ン
ル
も
」
等
々
が
全
て
を
物
語

っ
て
い
る
よ
う
に
、
人
文
社
会
科
学
書
が
広
範
な
ジ

ャ
ン
ル
か
ら
な
り
、
多
品
種
少
量
販
売
の
典
型
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
書
庖
様
に
と
っ
て
は
庖
頭
展
示
の
難

か
し
さ
が
あ
り
、
読
者
に
と
っ
て
は
充
分
な
比
較
検

討
の
う
え
購
入
し
た
い
等
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
フ
ェ
ア
の
意
図
し
た
こ
と
の
一
つ
は
、
日

常
書
庖
様
の
庖
頭
で
手
に
取
る
こ
と
が
出
来
難
く
、

ま
た
資
料
性
に
富
み
、
図
書
館
利
用
者
の
要
望
に
応 東

販
営
業
首
都
圏
本
部
書
籍
第
一
課
長

石
川

卓

え
ら
れ
る
図
書
を
一
堂
に
展
示
し
、
選
書
の
場
を
提

供
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。

。
書
唐
様
の
反
応

二
分
冊
の
目
録
兼
注
文
書
を
見
ら
れ
、
そ
こ
に
、

こ
の
フ
ェ
ア
に
賭
け
る
東
販
の
姿
勢
を
読
み
取
ら
れ

て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
書
庖
様
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
フ
ェ
ア
で
は
、
い
く
つ
か
の
新
し
い
手
法

が
取
り
入
れ
ら
れ
、
こ
の
目
録
兼
注
文
書
も
そ
の
一

つ
で
す
が
、
当
初
ご
協
力
の
ご
挨
拶
に
う
か
が
っ
た

時
点
で
は
、
多
少
の
危
倶
か
ら
跨
賭
さ
れ
た
室
田
庖
様

も
、
こ
れ
が
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
た
と
も
の
思

い
ま
す
。

準
備
期
聞
が
短
か
く
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
も
あ

り
ま
し
た
。
以
下
列
挙
し
て
見
ま
す
。

図
書
館
の
在
庫
の
チ
ェ
ッ
ク
を
容
易
に
す
る
こ
と
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発
注
控
へ
の
必
要
性
か
ら
、
図
書
館
台
帳
に
合
っ
た

目
録
兼
注
文
書
の
作
成
と
い
う
見
方
か
ら
、

ω出
版

社
別
分
類
配
列
で
は
な
し
に
完
全
な
分
類
別
の
配

列
。
制
書
名
の
ア
イ
ウ
エ
オ
順
の
配
列
。
付
目
録
と

注
文
書
の
分
離
。

促
進
を
強
化
す
る
上
か
ら
、
的
主
旨
お
よ
び
内
容

の
詳
細
を
理
解
い
た
だ
く
意
味
で
、
蓄
広
説
明
会
の

開
催
と
そ
の
上
で
の
訪
問
促
進
。
帥
出
版
社
同
行
販

売
の
促
進
。

。
会
場
販
売
に
つ
い
て

加
坪
の
会
場
、
目
録
兼
注
文
書
通
り
の
分
類
展

示
、
そ
れ
も
3
色
の
ゾ
l
ン
に
分
け
ら
れ
、
各
種
全

集
、
最
新
刊
、
各
社
ベ
ス
ト
テ
ン
、
在
庫
僅
少
本
、

各
社
目
録
、

P
R
誌
、
図
書
館
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら

れ
、
専
用
ス
リ
ッ
プ
発
注
方
式
も
好
一
評
で
、
選
書
し

や
す
い
充
分
な
会
場
作
り
で
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

米
場
図
書
館
様
の
中
に
は
、
充
分
な
準
備
を
し
て
来

れ
ば
、
も
っ

と
早
い
時
間
に
来
場
す
れ
ば
等
の
声
も

聞
か
れ
、
事
前
の
不
足
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

問
題
点
と
し
て
は
、
的
専
用
ス
リ
ッ
プ
発
注
方
式

で
控
へ
を
必
要
と
す
る
場
合
。
制
完
全
分
類
別
の
展

示
の
必
要
。
的
平
台
展
示
商
品
の
検
討
。

。
事
後
販
売
に
つ
い
て

今
回
の
フ
ェ
ア
の
販
売
構
成
比
重
を
見
る
と
、

斗事

後
販
売
、
会
場
販
売
、
事
前
販
売
の
順
に
な
り
、
事

後
販
売
は
現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
通
常
の

展
示
会
の
場
合
と
は
順
序
が
逆
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
は
、
的
巡
回
販
売
の
な
い
こ
と
。
帥
目

録
兼
注
文
書
の
出
来
が
お
く
れ
、
図
書
館
在
庫
と
目

録
の
照
合
、
検
討
に
時
間
が
な
か
っ
た
こ
と
。
付
準

備
の
出
来
て
い
な
い
ま
ま
展
示
会
に
入
っ
た
た
め
専

用
ス
リ
ッ

プ
注
文
書
は
持
ち
帰
り
、
確
認
し
た
上
で

事
後
発
注
と
な
る
ケ
l
ス
が
多
か

っ
た
こ
と
、

等
の

意
味
で
し
た
。
し
た
が
っ
て
今
回
の
結
果
か
ら
、
展

示
会
ま
で
へ
の
盛
り
あ
が
り
を
図
る
た
め
、
図
書
館

へ
は
少
く
と
も

2
ヶ
月
前
に
は
注
文
書
を
お
届
け

し
、
山
中
前
発
注
を
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。。

そ
の
他

的
会
場
に

つ
い
て
は
、
内
部
会
場
、

外
部
会
場
そ

れ
ぞ
れ
に
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
図
書
館
を
主
対
象
と
し
た
場
合
は
、
内
部

会
場
に
メ
リ

ッ
ト
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

制
動
員
数
の
内
容
で
は
、
公
共
図
書
館
の
場
合
は

充
分
な
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
が
、
専
門
図
書
館
、

大
学
図
書
館
に
つ

い
て
は
、
全
体
の
結
果
か
ら
見
て

も
、
促
進
の
余
地
が
あ
り
問
題
が
残
り
ま
し
た
。

村
展
示
会
開
催
日
は
、
図
書
館
の
整
理
目
、
休
館

日
等
を
含
め
検
討
の
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

以
上
、
問
題
点
、
反
省
点
等
、
多
々
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
の
フ
ェ
ア
に
よ
り
、
図
書
館
の
内
容
が
多
少

で
も
よ
り
充
実
し
た
も
の
と
な
り
、
読
者
の

ニ
l
ズ

に
応
え
る
こ
と
が
出
来
た
な
ら
ば
、
そ
の
意
味
は
大

き
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。

今
回
の
フ
ェ
ア
を
踏
ま
え
、
更
に
内
容
的
に
よ
り

良
い
も
の
を
考
え
、

実
施
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す。
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戸ヘ

参
加
庖
の
感
想

人
文
会
等
四
団
体
主
催
の
専
門
書
フ
ェ
ア
は
、
予

想
を
上
ま
わ
る
好
成
績
で
終
っ
た
由
で
す
が
、
参
加

書
庖
の
一
員
と
し
て
ま
こ
と
に
ご
同
慶
の
い
た
り
で

あ
り
ま
す
。

当
社
の
売
上
目
標
は
約
三
千
万
円
(
事
前
販
売
一

千
万
円
、
会
場
売
上
げ
一
千
万
円
、
事
後
売
上
げ
一

千
万
円
)
で
あ
り
、
事
前
お
よ
び
会
場
の
売
上
げ
は

目
標
を
や
や
下
回
っ
た
も
の
の
、
事
後
売
上
げ
の
集

計
が
次
第
に
ふ
え
て
、
八
月
十
五
日
現
在
、
総
計
目

標
を
上
回
る
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
り
、
ま
ず
ま
ず

の
成
績
と
一
安
心
し
て
い
ま
す
。
と
は
い
う
も
の
の

当
社
と
し
て
は
初
め
て
の
経
験
で
あ
り
、
思
う
に
ま

か
せ
ぬ
対
応
で
も
あ
り
ま
し
た
。
人
文
会
か
ら
の
お

申
し
入
れ
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
気
づ
い
た
い
く
つ

か
の
点
を
率
直
に
申
し
述
べ
、
今
後
の
参
考
に
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

第
一
に
は
、
準
備
の
不
足
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
当
社
の
み
の
事
情
か
と
も
思
わ
れ
ま
す
が
、
六
月

か
ら
七
月
に
か
け
て
は
、
小
中
学
校
図
書
館
へ
の
販

売
の
最
盛
期
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
フ
ェ
ア
の
事
前

設
営
に
十
分
な
時
聞
が
と
り
に
く
か
っ
た
た
め
で
あ

り
ま
す
。
加
え
て
、
目
録
の
作
成
が
遅
か
っ
た
こ
と

も
響
き
ま
し
た
。
事
前
設
営
に
目
録
は
必
要
不
可
欠

で
す
か
ら
、
少
く
と
も
フ
ェ
ア
の
一
ヶ
月
半
く
ら
い

前
に
は
ぜ
ひ
と
も
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

当
社
は
、
高
校
、
大
学
、
公
共
図
書
館
を
中
心
に

約
四

O
O館
に
来
場
を
呼
び
か
け
ま
し
た
が
、
当
日

の
来
場
館
は
六
十
四
館
に
と
ど
ま
り
、
こ
れ
は
設
営

の
か
な
り
の
悪
さ
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
事
前
に

行
な
っ
た
、
版
元
と
の
同
行
販
売

(
6
/
同
日
J
6 ，，-.. 紛

学
校
図
書
サ
ー
ビ
ス
代
表
取
締
役

石
井

昭

/
却
日
ま
で
〉
の
成
績
も
、
や
や
低
調
で
し
た
。
同

行
販
売
の
場
合
、
一
社
の
み
の
商
品
で
は
見
本
が
少

な
す
ぎ
る
こ
と
も
売
上
不
調
の
原
因
で
は
あ
る
の
で

す
が
、
そ
れ
で
も
一
日
あ
た
り
の
売
上
げ
を
最
低
三

十
万
円
は
確
保
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

目
録
に
つ
い
て
つ
け
加
え
る
と
す
れ
ば
、
会
植
物
に

お
か
れ
た
新
刊
の
み
の
追
加
目
録
の
配
布
が
十
分
で

な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
新
刊
は
、
フ
ェ
ア
の
目
玉
の

ひ
と
つ
で
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
会
場
だ
け
で
な
く
、

事
前
訪
問
時
に
お
客
さ
ま
に
渡
し
て
お
け
れ
ば
、
な

お
効
果
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

会
場
の
広
さ
、
展
示
ロ
聞
の
多
さ
に
は
、
ほ
と
ん
ど

の
来
場
者
が
び
っ
く
り
し
て
お
り
、
書
庖
の
立
場
と

し
て
も
、
お
お
い
に
面
白
を
ほ
ど
こ
せ
た
も
の
で

す
。
短
時
間
で
あ
れ
だ
け
の
会
場
を
つ
く
り
あ
げ
た
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東
販
の
努
力
は
多
と
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

二
五

O
坪
の
会
場
を
盛
り
あ
げ
る
た
め
に
、
客
数
の

不
足
は
お
お
う
べ
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。
売
上
げ
だ
け

の
効
率
か
ら
考
え
れ
ば
、
坪
数
も
点
数
も
、
も
っ
と

抑
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
お
客
さ
ま
の
動
員
は
蓄

広
の
責
任
で
す
か
ら
、
い
い
わ
け
が
ま
し
く
な
り
ま

す
が
、
会
場
で
一
番
気
に
な
っ
た
の
は
お
客
さ
ま
の

入
り
が
悪
く
見
え
る
こ
と
で
し
た
。

展
示
の
方
法
に
も
よ
り
ま
す
が
、
一
点
ず
つ
の
吟

味
を
原
則
と
し
た
場
合
、
お
客
さ
ま
の
持
ち
時
聞
が

足
り
な
く
な
り
、
会
場
で
の
予
算
消
化
が
出
来
ぬ
ま

ま
婦
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
が
事
後
の

売
込
み
に
手
を
と
ら
れ
た
大
き
な
原
因
に
な
り
ま
し

た
。
私
ど
も
が
ご
案
内
し
た
図
書
館
員
の
出
張
は
せ

い
ぜ
い
半
日
な
の
で
、
半
日
で
ま
わ
り
き
れ
る
(
調

べ
き
れ
る
〉
広
さ
、
点
数
と
い
う
考
え
が
基
本
的
に

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

会
場
の
展
示
方
法
に
は
か
な
り
の
苦
心
の
あ
と
が

見
え
ま
す
が
、
残
念
な
こ
と
に
苦
心
の
割
に
は
あ
ま

り
効
果
を
発
揮
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
陳
列

の
順
序
は
目
録
の
掲
載
順
序
と
一
致
し
て
い
る
は
ず

な
の
で
す
が
、
現
品
の
陳
列
の
つ
な
が
り
が
複
雑
で

お
客
さ
ま
に
わ
か
り
に
く
く
、
か
っ
そ
の
表
示
も
う

ま
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
す

~ 

る
工
夫
の
必
要
を
感
じ
ま
し
た
。

分
類
の
上
で
も
、
現
品
の
内
容
と
一
致
さ
せ
る
の

に
や
や
無
理
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
、
専
門
書

の
並
べ
方
に
つ
い
て
基
本
的
に
こ
れ
で
よ
い
の
か
ど

う
か
疑
問
も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
毎
年
東
販
が
行
な

っ
て
い
る
児
童
書
の
展
示
会
で
の
経
験
で
は
、
版
元

別
の
陳
列
よ
り
、
内
容
別
の
陳
列
の
方
が
あ
き
ら
か

に
お
客
さ
ま
に
好
評
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
販
売
効

率
も
高
い
の
で
す
が
、
今
回
の
フ
ェ
ア
の
よ
う
に
内

容
の
多
岐
な
専
門
奮
を
大
ざ
っ
ぱ
な
分
類
で
割
り
切

ろ
う
と
す
る
よ
り
、
む
し
ろ
、
版
元
別
の
特
長
を
き

わ
だ
た
せ
る
よ
う
な
考
え
に
戻
っ
た
方
が
良
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
感
想
を
持
ち
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

は
、
版
元
か
ら
、
せ
っ
か
く
大
人
数
の
応
援
を
受
け

な
が
ら
、
お
客
さ
ま
に
十
分
な
商
品
説
明
が
行
な
わ

れ
な
か
っ
た
こ
と
に
も
通
じ
る
と
思
い
ま
す
。
内
容

が
専
門
的
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、
適
切
な
商
品
説
明
が

必
要
で
あ
り
、
そ
れ
は
受
注
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、

大
き
な
効
果
を
発
揮
し
ま
す
か
ら
、
版
元
応
援
の
活

用
不
足
は
、
今
回
も
っ
と
も
残
念
な
こ
と
の
ひ
と
つ

で
し
た
。

も
っ
と
も
、
こ
の
点
は
展
示
方
法
の
問
題
だ
け
で

は
な
く
、
版
元
と
書
庖
聞
の
事
前
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
不
足
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

お
客
さ
ま
・
か
ら
商
品
の
説
明
を
求
め
ら
れ
、
あ
わ
て

て
該
当
す
る
版
元
の
人
を
き
が
し
て
説
明
を
お
願
い

し
た
く
て
も
顔
が
わ
か
ら
ぬ
ま
ま
、
せ
っ
か
く
の
チ

ャ
ン
ス
を
逃
が
し
た
り
、
逆
に
、
手
持
ち
ぶ
さ
た
の

版
元
営
業
マ
ン
が
、
休
憩
場
所
を
占
領
し
て
会
場
の

雰
囲
気
を
こ
わ
し
た
り
と
い
う
よ
う
な
初
歩
的
す
ぎ

る
ま
ご
つ
き
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
休
憩
場

所
は
商
談
の
た
め
の
貴
重
な
場
所
で
あ
る
こ
と
を
留

意
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
版
元
別
の
展
示
方
法

を
と
れ
ば
、
少
く
と
も
、
自
社
の
商
品
の
そ
ば
で
説

明
者
が
お
客
さ
ま
を
待
ち
受
け
ら
れ
る
と
い
っ
た
利

点
が
あ
り
ま
す
。

発
注
の
方
法
と
し
て
、
ス
リ
ッ
プ
を
抜
く
や
り
方

も
、
一
考
を
要
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
大
半
の
お
客
さ

ま
が
あ
ら
か
じ
め
目
録
に
注
文
品
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

お
り
、
会
場
で
は
実
際
に
現
ロ
聞
を
確
か
め
る
た
め
に

目
録
を
見
な
が
ら
現
品
を
探
し
、
そ
の
ス
リ
ッ
プ
を

抜
く
だ
け
で
ほ
と
ん
ど
の
時
聞
が
つ
ぶ
れ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
声
が
か
な
り
多
か
っ
た
か
ら
で
す
。
注
文

方
法
の
能
率
だ
け
を
考
え
れ
ば
、
む
し
ろ
チ
ェ
ッ
ク

し
た
目
録
を
そ
の
ま
ま
注
文
書
に
し
た
方
が
、
売
り

込
み
の
余
力
が
残
る
と
い
っ
た
考
え
方
も
あ
り
ま
す

し
、
ま
た
、
全
集
の
注
文
は
一
枚
の
ス
リ
ッ
プ
で
で

き
る
よ
う
に
す
る
等
の
工
夫
も
必
要
で
し
ょ
う
。
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も
と
も
と
、
注
文
ロ
聞
の
ス
リ
ッ
プ
を
抜
く
方
法

は
、
品
切
れ
に
対
す
る
配
慮
が
あ
っ
た
は
ず
な
の

に
、
会
場
で
の
短
冊
注
文
が
、
後
日
ロ
間
切
れ
短
冊
と

し
て
一
炭
っ
て
き
た
の
も
解
せ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
注

文
品
の
調
達
速
度
に
つ

い
て
い
え
ば
、
会
場
で
の
そ

れ
が
、
も
っ
と
も
早
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま

す
。
会
場
以
外
の
注
文
口
聞
の
入
荷
は
か
な
り
遅
く
、

こ
れ
に
は
な
ん
ら
か
の
工
夫
改
一
善
を
要
望
し
た
い
と

こ
ろ
で
す
。

総
体
に
、
こ
れ
だ
け
の
展
示
品
の
な
か
か
ら
、
売

り
手
が
自
主
的
に
目
玉
商
品
を
つ
く
っ
て
販
売
す
る

こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
準
備
期
間
の
短
か

さ
な
ど
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
む
し
ろ
、
あ
ら
か
じ

め
も
っ

と
目
玉
商
品
づ
く
り
に
意
を
用
い
た
商
品
編

成
、
お
よ
び
そ
れ
に
基
い
た
会
場
作
り
が
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
意
味
で
、
「
在
庫
僅
少
木

コ
ー
ナ
ー
」
な
ど
は
、
当
社
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
に
と

っ
て
も
理
解
し
や
す
く
、
も
つ
ば
ら
こ
こ
を
フ
ェ
ア

の
目
玉
と
し
て
お
客
さ
ま
に
ア
ピ
ー
ル

し
た
様
様
で

す
。
た
だ
し
そ
の
割
に
は
内
容
が
も
う
一
息
と
い
っ

た
と
こ
ろ
な
の
で
、
こ
の
手
の
コ

ー
ナ
ー
の
内
容
は

も
っ

と
も
っ

と
充
実
さ
せ
て
お
客
さ
ま
の
期
待
に
応

え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

同
時
に
、
こ
の
よ
う
な
、
重
点
コ
ー
ナ

ー
あ
る
い

は
重
点
商
品
に
つ
い
て
の
説
明
が
、
書
庖
に
対
し
て

も
事
前
に
十
分
に
行
な
わ
れ
れ
ば
、
売
り
手
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
客
層
に
ポ
イ
ン
ト
を
し
ぼ
っ
た
販
売
活
動

が
や
り
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
申
し
述
べ
ま
し
た
が
、
何
と
い
っ
て
も

初
め
て
の
こ
と
で
す
か
ら
、
フ
ェ
ア
自
体
が
お
客
さ

ま
に
な
じ
み
が
薄
い
こ
と
は
い
た
し
か
た
あ
り
ま
せ

ん
。
回
を
重
ね
知
名
度
が
あ
が
る
に
つ
れ
て
、
問
題

点
の
い
く
つ
か
は
自
動
的
に
消
え
て
し
ま
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
規
模
の
大
き
さ
よ
り
は
着
実
に
く
り
か

え
す
こ
と
を
大
切
に
し
た
い
ゆ
え
ん
で
あ
り
ま
す
。

で
き
う
れ
ば
年
二
回
程
度
を
恒
例
化
し
、
年
中
行
事

の
ひ
と
つ
と
し
て
業
界
に
定
着
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
そ
の
効
果
は
大
き
い
で
し
ょ
う
。
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〈
思
い
す
ご
し
〉

の
感
想

は
じ
め
に
人
文
会
ニ
ュ
ー
ス
係
か
ら
、
こ
の
た
び

、
、
、

の
東
販
の
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
に
つ
い
て
、
何
か
批
判
的

意
見
を
書
け
と
い
う
。
自
分
で
は
決
し
て
ヒ
ネ
ク
レ

者
で
は
な
く
、
少
し
率
直
す
ぎ
る
か
な
ァ
と
思
う
こ

と
は
あ
っ
て
も
、
特
に
ア
ラ
探
し
に
興
味
を
も
っ
人

間
で
は
な
い
と
自
認
し
て
き
た
の
だ
が
、
ど
う
も
世

間
は
そ
う
は
見
て
く
れ
な
い
よ
う
だ
。
注
文
原
稿
に

批
判
を
期
待
す
る
も
の
が
多
い
の
は
、
不
徳
の
い
た

す
と
こ
ろ
と
い
う
と
こ
ろ
か
。
性
来
私
は
、
賞
め
た

た
え
る
こ
と
は
た
し
か
に
う
ま
く
は
な
い
し
、
あ
ま

り
好
き
で
は
な
い
。
何
か
二
=
一
固
い
い
た
く
な
る
の
は

悪
い
癖
だ
と
も
思
う
が
、
根
は
善
良
だ
と
、
自
分
の

た
め
に
弁
明
し
て
お
き
た
い
。

と
こ
ろ
で
率
直
に
い
っ
て
こ
の
原
稿
に
は
あ
ま
り

気
乗
り
が
し
な
い
。
お
そ
ら
く
こ
の
フ
ェ
ア
に
は
誰

~ 

も
ケ
チ
は
つ
け
に
く
い
だ
ろ
う
、
む
し
ろ
高
い
評
価

を
与
え
る
こ
と
だ
ろ
う
。
私
自
身
も
既
に
「
未
来
」

の
八
月
、
九
月
の
二
固
に
わ
た
っ
て
、
や
や
ほ
め
す

ぎ
る
く
ら
い
に
評
価
し
て
き
た
の
で
、
ほ
め
る
の
は

も
う
た
く
さ
ん
だ
、
と
い
う
気
が
し
な
い
で
も
な
い

か
ら
だ
。
批
判
を
期
待
す
る
向
き
に
は
、
や
や
期
待

は
ず
れ
と
映
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
若
干
気
に
か
か

っ
た
こ
と
を
感
想
と
し
て
、
ま
た
し
て
も
率
直
に
述

べ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

一
商
品
展
示
に
つ
い
て

四
団
体
協
賛
の
背
景
の
も
と
で
は
、
ま
こ
と
に
や

む
を
え
な
い
と
は
思
う
が
、
四
団
体
の
オ
ー
ル
ス
タ

ア
キ
ャ
ス
ト
的
、
総
花
的
商
品
展
示
は
、
「
人
文
・

社
会
科
学
書
二
万
点
フ
ェ
ア
」
と
銘
う
っ
た
に
し
て

は
、
や
や
鋭
さ
が
薄
れ
て
い
る
。
人
文
科
学
、
社
会

未
来
社
社
長

西
谷
能
雄

科
学
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
れ
る
に
は
ど
う
か
と
思
え

る
商
品
が
け
つ
こ
う
目
に
つ
い
て
、
あ
る
種
の
と
ま

ど
い
を
感
じ
さ
せ
た
こ
と
は
た
し
か
だ
。
四
団
体
が

ま
ず
内
部
的
に
調
整
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
う
が
、
初
め
て
の
試
み
だ
か
ら
、
す
べ
て

は
出
版
社
の
良
識
に
委
ね
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
だ
ろ

う
こ
と
は
容
易
に
推
察
で
き
る
。
東
販
の
専
門
書
課

が
、
か
ん
で
は
な
く
て
、
も
う
少
し
主
体
的
に
意
見

を
出
し
て
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
あ
な
た
任
せ

の
姿
勢
は
、
今
後
の
六
支
庖
展
示
会
場
で
検
討
の
要

が
あ
る
よ
う
に
思
う
が
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。
批
判
と

い
う
よ
り
は
、
ゃ
ゃ
な
い
も
の
ね
だ
り
と
い
う
べ
き

か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
既
に
「
未
来
」

八
月
号
に
述
べ
て
い
る
の
で
、
具
体
的
指
摘
は
遠
慮

す
る
。
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し
か
し
半
面
、
短
期
間
に
よ
く
も
こ
れ
だ
け
品
揃

え
し
た
と
感
心
も
す
る
。
展
示
方
法
に
つ
い
て
も
、

キ
メ
細
か
く
神
経
が
行
き
届
き
、
専
門
書
課
の
初
仕

事
と
し
て
は
、
充
分
評
価
し
て
い
い
と
思
う
。
大
変

立
派
で
、
ほ
と
ん
ど
欠
点
が
見
出
せ
な
い
の
が
、
強

い
て
い
え
ば
東
販
の
優
等
生
ぷ
り
と
い
a

う
と
こ
ろ

か
。
何
が
優
等
生
的
か
と
い
わ
れ
で
も
、
し
か
と
は

答
え
ら
れ
な
い
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
常
に
骨
骨
ト
を

指
向
し
て
き
た
東
販
の
優
等
生
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
て

い
る
、
と
し
か
い
い
よ
う
が
な
い
。
部
且
沢
な
感
想

だ
。
し
か
し
と
に
か
く
結
構
な
展
示
だ
っ
た
。

協
賛
団
体
の
追
加
、
出
品
版
元
の
拡
大
に
よ
っ

て
、
九
月
か
ら
開
催
さ
れ
る
、
全
国
主
要
支
庖
の
展

示
会
は
、
内
容
が
も
っ
と
充
実
し
、
本
社
の
場
合
と

ち
が
っ
て
一
般
読
者
へ
も
呼
び
か
け
る
こ
と
に
な
っ

た
と
い
う
か
ら
、
「
未
来
」
で
述
べ
た
批
判
的
感
想

は
す
べ
て
充
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
各
会
場
の
ス

ペ
ー
ス
は
、
本
社
よ
り
は
狭
い
よ
う
だ
し
、
出
品
版

元
も
約
一
五

O
社
と
一
二
倍
に
拡
大
さ
れ
る
の
で
、
出

品
点
数
に
は
お
の
ず
か
ら
選
択
が
な
さ
れ
.
さ
る
を
え

な
い
だ
ろ
う
。
大
変
い
い
こ
と
だ
と
思
う
。
人
文
・

社
会
科
学
に
ふ
さ
わ
し
い
商
品
で
、
会
場
に
き
た
人

た
ち
を
満
足
さ
せ
て
欲
し
い
も
の
だ
。

ニ
展
示
会
場
で
示
さ
れ
た
東
販
の
姿
勢

批
判
と
い
う
よ
り
は
、
私
の
物
好
き
な
推
理
に
ぞ

く
す
る
問
題
だ
が
、
東
販
は
本
社
フ
ェ
ア
に
つ
い
て

は
、
お
そ
ら
く
社
を
あ
げ
て
真
剣
に
取
組
ん
だ
も
の

と
推
測
す
る
。
本
年
一
月
に
新
設
さ
れ
た
専
門
書
課

の
初
仕
事
だ
け
に
、
そ
の
成
果
に
は
、
一
面
期
待
は

あ
っ
て
も
、
か
な
り
疑
問
を
も
っ
て
い
た
に
ち
が
い

な
い
。
人
文
・
社
会
科
学
の
専
門
書
は
不
振
だ
と
い

う
出
版
状
況
の
も
と
で
、
も
し
売
行
き
に
あ
る
程
度

確
信
を
も
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
う
そ
に
な

"。。全
社
的
に
取
組
ん
だ
か
に
見
え
る
が
、
何
し
ろ
三

千
億
の
巨
大
企
業
だ
、
書
籍
部
内
専
門
書
課
の
仕
事

は
、
東
販
と
し
て
は
、
数
あ
る
催
事
の
中
の
、
単
な

る
一
つ
で
し
か
な
い
、
と
い
う
東
販
的
自
負
が
あ
る

の
は
当
然
だ
ろ
う
。
書
籍
部
以
外
の
他
の
部
と
の
、

専
門
書
課
以
外
の
他
の
課
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
問
題
も

あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ら
が
東
販
の
権
威
主
義
と
な
っ

て
表
明
さ
れ
な
か
っ
た
か
ど
う
か
に
、
展
示
会
そ
の

も
の
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
私
の
関
心
は
向
け
ら
れ

て
い
た
。
こ
の
フ
ェ
ア
に
対
す
る
東
販
の
取
組
み
姿

勢
が
、
ど
ん
な
形
で
顔
を
の
ぞ
か
せ
る
か
に
多
大
の

関
心
が
あ
っ
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。

私
は
初
日
の
テ
l
プ
カ
ッ
ト
と
最
終
日
の
夕
方
と

，-内
二
回
出
か
け
た
。
出
品
版
元
と
し
て
の
義
理
も
あ
っ

た
が
、
主
た
る
目
的
は
、
取
組
み
姿
勢
を
観
察
し
た

か
っ
た
か
ら
だ
。
四
日
間
、
終
日
張
り
つ
い
て
み
た

い
と
考
え
な
い
で
は
な
か
っ
た
が
、
時
間
的
ゆ
と
り

も
な
か
っ
た
し
、
そ
こ
ま
で
、
物
好
き
で
も
な
か
っ

た。
初
日
の
テ
l
プ
カ
ッ
ト
、
石
川
社
長
の
挨
拶
を
き

い
た
。
他
の
重
役
諸
公
も
、
出
席
し
て
い
た
ら
し
い

し
、
他
の
日
、
他
の
時
間
帯
に
は
、
お
偉
い
方
々
が

チ
ョ
イ
チ
ョ
イ
交
替
で
顔
を
出
し
て
い
た
と
も
き
い

た
が
、
私
は
確
め
た
わ
け
で
は
な
い
。
最
終
日
の
挨

拶
は
部
長
ク
ラ
ス
だ
っ
た
。
や
は
り
書
籍
部
の
専
門

書
課
の
行
事
だ
な
ァ
と
の
感
想
を
率
直
に
も
っ
た
。

や
は
り
、
東
販
は
偉
い
ん
だ
な
ァ
、
こ
の
種
の
催
事

は
、
部
長
ク
ラ
ス
で
間
に
合
わ
せ
る
ぐ
ら
い
に
巨
大

で
、
権
威
が
あ
る
ん
だ
な
ァ
と
感
じ
た
。

業
界
紙
に
よ
る
と
、
一
出
版
社
(
と
い
っ
て
も
、

大
手
出
版
社
に
限
ら
れ
る
が
)
の
新
商
品
発
表
会
に

は
、
東
版
、
日
阪
と
も
副
社
長
、
専
務
ク
ラ
ス
ハ
時

に
社
長
)
の
偉
い
方
々
が
他
の
役
員
を
同
道
し
、
い

ず
れ
も
歯
の
浮
く
よ
う
な
お
世
辞
の
挨
拶
(
時
に
は

率
直
で
立
派
な
も
の
も
あ
る
が
〉
を
し
て
い
る
よ
う

だ
。
四
団
体
は
概
し
て
中
小
版
元
の
集
ま
り
で
、
そ

れ
ら
が
全
部
集
ま
っ
て
も
最
大
手
版
元
一
社
の
売
上
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げ
に
も
及
ば
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
私
見
に

よ
れ
ば
、
こ
の
種
の
催
し
は
、
出
版
界
初
ま
っ
て
以

来
の
珍
ら
し
い
企
画
で
あ
っ
て
、
東
販
と
し
て
は
必

ず
し
も
売
上
げ
に
期
待
し
た
も
の
で
も
な
か
ろ
う
。

専
門
書
課
の
初
仕
事
と
し
て
賭
け
の
気
持
ち
も
あ
っ

た
と
思
う
が
、
少
く
と
も
八

0
年
代
を
先
取
り
す
る

も
の
と
し
て
潜
在
的
な
影
響
力
を
含
め
て
プ
ラ
ス
ア

ル
フ
7

を
期
待
し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
評
価
は

高
ま
り
こ
そ
す
れ
、
低
ま
る
こ
と
は
絶
対
に
な
い
筈

だ。
た
と
い
中
小
出
版
社
の
四
団
体
と
は
い
え
、
そ
の

内
容
と
意
味
を
考
え
れ
ば
、
社
長
で
は
な
く
と
も
、

副
社
長
、
専
務
が
最
終
の
挨
拶
に
立
っ
た
ら
、
有
終

の
美
を
飾
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

部
長
ク
ラ
ス
の
挨
拶
で
不
満
と
い
う
の
で
は
な
い

が
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
東
肢
の
取
組
み
姿
勢
は
や
は

り
本
物
だ
っ
た
の
か
な
ァ
と
の
印
象
を
、
参
加
者
に

与
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
少
く
と
も
私
は
そ

う
感
じ
た
。
準
備
段
階
を
含
め
て
、
東
肢
の
姿
勢
が

唆
昧
だ
と
は
必
ず
し
も
思
わ
な
い
し
、
当
日
は
、
社

長
、
副
社
長
、
専
務
の
誰
も
が
所
用
で
出
席
で
き
な

か
っ
た
事
情
も
あ
っ
た
ろ
う
が
、
七
月
三
日
の
夕
方

催
事
が
終
了
す
る
こ
と
は
早
く
か
ら
分
っ
て
い
た
筈

だ
か
ら
、
や
り
く
り
は
で
き
な
い
筈
は
な
か
っ
た
と

f"""¥ 

私
は
思
う
。
や
は
り
東
肢
は
、
こ
の
程
度
の
催
事
は

数
あ
る
中
の
唯
の
一
つ
ぐ
ら
い
に
し
か
考
え
て
い
な

い
、
と
い
う
権
威
主
義
を
私
は
見
な
い
わ
け
に
は
い

か
な
い
の
だ
。
誤
解
に
富
む
推
理
か
も
し
れ
な
い

が
、
こ
ん
な
微
妙
な
点
に
こ
そ
、
優
等
生
の
東
阪
は

も
う
少
し
気
を
つ
か
う
べ
き
だ
、
と
い
う
の
が
私
の

八
思
い
す
ご
し
〉
の
感
想
の
一
つ
で
あ
る
。

三
フ
ェ
ア
の
成
果
を
ど
う
評
価
す
る
か

こ
れ
に
は
絶
対
評
価
と
相
対
評
価
の
二
つ
が
あ
る

と
思
う
。
四
日
間
の
総
売
上
げ
(
そ
の
後
の
追
加
注

文
を
含
め
て
〉
は
、
一
億
円
を
超
え
た
と
い
う
。
動

員
数
は
、
一
般
人
を
呼
ば
ず
、
図
書
館
と
外
商
組
織

を
も
っ
大
型
書
底
と
若
干
の
大
学
生
協
に
限
定
し
た

の
で
、
一
五

O
O名
程
度
だ
っ
た
。
三
千
億
を
超
え

る
売
上
げ
に
占
め
る
、
四
日
間
の
一
億
は
、
東
販
と

し
て
は
ま
こ
と
に
さ
さ
や
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。講

談
社
の
豪
華
本
展
示
会
の
実
績
が
、
「
日
版
通

信
」
の
八
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
比
較

す
る
こ
と
は
、
も
と
も
と
無
理
だ
し
、
意
味
は
な
い

が
、
売
上
げ
と
動
員
数
を
単
純
計
算
で
考
え
れ
ば
、

比
較
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
の
差
だ
。
し
か
し
よ
く
考
え
て

み
よ
う
。
豪
華
本
の
購
入
者
は
、
一
部
金
持
ち
の
蒐

集
家
、
好
事
家
で
あ
っ
て
も
、
読
書
人
と
は
ま
っ
た

〈
無
縁
の
存
在
だ
と
私
は
見
て
い
る
。
専
門
書
指
向

の
読
者
ハ
と
い
っ
て
も
書
庖
、
図
書
館
だ
が
、
そ
れ

は
読
者
と
つ
な
が
っ
て
い
る
)
と
同
列
に
論
ず
る
こ

と
が
、
ど
だ
い
ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。

売
上
げ
、
動
員
数
の
二
点
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
絶

対
評
価
は
大
し
た
こ
と
は
な
い
と
東
阪
は
受
け
と
っ

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
当
然
だ
。
果
し
て
そ
う
思

っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
私
は
知
ら
な
い
が
。

相
対
評
価
と
し
て
は
、
展
示
の
質
的
内
容
と
、
そ

れ
の
今
後
に
お
け
る
波
及
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。
と
う
て
い
数
字
で
は
表
現
で
き
な
い

プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
を
ど
う
評
価
す
る
か
に
、
棺
対
評

価
の
基
準
が
あ
る
と
考
え
て
い
い
の
で
は
な
い
か
、

と
私
は
思
う
。

絶
対
評
価
と
相
対
評
価
の
い
ず
れ
を
重
視
す
る
か

は
一
概
に
は
い
え
な
い
し
、
お
そ
ら
く
主
催
者
側
の

東
阪
と
、
協
賛
加
聞
の
四
団
体
の
評
価
が
分
れ
る
と
こ

ろ
だ
ろ
う
。
売
れ
な
い
と
絡
印
を
押
さ
れ
て
き
た
人

文
・
社
会
科
学
の
専
門
書
が
、
と
も
か
く
あ
る
程
度

売
れ
た
こ
と
に
、
東
肢
は
と
も
か
く
と
し
て
、
出
版

社
サ
イ
ド
が
、
八

0
年
代
に
向
け
て
一
つ
の
希
望
を

見
出
す
こ
と
に
な
っ
た
の
は
同
慶
の
い
た
り
と
い
う

と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
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学
術
専
門
書
は
、
売
行
き
の
点
で
は
短
期
決
戦
型

で
は
な
く
、
か
な
り
長
期
に
、
時
聞
を
か
け
て
売
れ

る
も
の
だ
し
、
ま
た
売
っ
て
い
く
蕊
勢
を
出
版
社
は

も
っ
て
い
る
。
今
回
の
フ
且
ア
が
潜
孟
購
買
力
(
本

来
は
読
者
個
人
だ
が
〉
の
開
発
の
た
め
の
一
つ
の
キ

y
カ
ケ
に
な
る
だ
ろ
う
こ
と
は
疑
い
な
い
し
、
こ
の

種
の
催
し
は
、
そ
れ
に
役
立
つ
と
評
価
す
べ
き
だ
ろ

う
。
東
販
へ
の
売
上
寄
与
率
は
低
か
っ
た
か
も
し
れ

な
い
が
、
八

0
年
代
へ
の
一
つ
の
投
資
と
考
え
て
も

ら
い
た
い
。
日
販
の
自
然
科
学
書
二
万
点
フ
ェ
ア
も

投
資
と
し
て
評
価
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
絶
対
評
価

と
相
対
評
価
に
つ
い
て
詳
述
で
き
な
い
の
は
残
念
だ

が
、
予
定
の
紙
数
も
つ
き
た
の
で
、
も
う
一
点
先
へ

進
ま
せ
て
も
ら
う
と
と
に
す
る
。

聞
東
阪
と
四
団
体
の
今
後
に

こ
の
た
び
の
フ
ェ
ア
を
、
一
応
成
果
あ
っ
た
も
の

と
の
前
提
に
立
っ
て
、
両
者
に
対
し
て
一
つ
の
希
望

を
率
直
に
表
明
し
て
お
き
た
い
。

-
東
販
に
対
し
て
巨
大
な
販
売
会
社
と
し
て
、

ハ
単
な
る
取
次
ぐ
会
社
で
は
な
い
)
そ
の
も
て
る
力

を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
、
組
織
力
、
書
庖
と
の
取
引

関
係
で
、
さ
す
が
東
販
だ
と
、
そ
の
威
力
会
出
版
社

は
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

す
べ
て
東
販
の
カ
に
よ
る
と
、
万
一
過
信
し
た
と
す

れ
ば
、
出
版
社
と
の
今
後
の
取
引
関
係
や
取
引
条
件

に
、
暗
い
影
を
落
さ
な
い
と
も
限
ら
な
い
、
と
い
っ

た
不
安
を
の
ぞ
か
せ
る
こ
と
に
な
る
。
賢
明
な
東
販

の
こ
と
だ
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
カ
の
支
配
が
よ
も
や

あ
る
ま
い
と
は
思
う
が
、
そ
こ
は
人
聞
が
つ
く
る
組

織
で
あ
る
。
そ
の
懸
念
が
皆
無
と
は
い
え
な
い
だ
ろ

う
。
そ
の
カ
を
内
部
で
認
め
合
う
こ
と
は
自
由
だ

が
、
徴
盛
も
外
に
あ
ら
わ
し
て
は
な
ら
な
い
。
カ
あ

る
も
の
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
、
〈
垂
れ
る
稲
穂
〉

の
謙
虚
き
で
あ
る
と
思
う
。

E

問
団
体
に
対
し
て
平
素
売
上
げ
で
は
報
い
ら

れ
る
こ
と
が
少
な
い
が
、
チ
ャ
ン
ス
さ
え
あ
れ
ば
、

内
容
が
い
い
の
だ
か
ら
、
陽
の
あ
た
る
と
こ
ろ
へ
出

る
の
は
充
分
可
能
だ
、
や
は
り
中
味
だ
、
な
ど
と
万

一
己
惚
れ
て
、
東
販
の
協
力
を
過
小
評
価
し
た
と
す

れ
ば
、
こ
れ
ま
た
大
問
題
で
あ
る
。
よ
も
や
そ
ん
な

大
そ
れ
た
こ
と
は
考
え
も
し
な
い
だ
ろ
う
が
、
し
か

し
自
分
の
仕
事
に
侍
む
と
こ
ろ
あ
る
こ
と
は
大
切
だ

が
、
そ
れ
は
内
部
に
秘
め
て
お
く
べ
き
こ
と
で
、
い

さ
さ
か
も
過
信
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

今
回
の
フ
Z

ア
が
、
万
一
あ
る
程
度
の
成
果
を
お

さ
め
た
と
見
倣
し
う
る
な
ら
ば
(
若
干
異
論
も
あ
ろ

う
が
て
そ
れ
は
東
販
の
組
織
力
・
販
売
カ
と
、
四

団
体
の
商
品
の
内
容
が
、
一
つ
の
協
力
の
場
を
見
出

戸ヘ
し
え
た
か
ら
だ
と
考
え
る
べ
き
で
、
一
向
者
と
も
謙
虚

な
反
省
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
。

お
わ
り
に
誤
認
、
暴
言
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い

が
、
率
直
な
感
想
を
若
干
の
べ
て
み
た
。
関
係
者
に

御
諒
承
を
え
た
い
。
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多
忙
の
と
こ
ろ
原
稿
を
い
た
だ
き
識
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

単
な
る
総
括
や
報
告
で
な
く
、
躍
動
を
感
じ

さ
せ
つ
つ
未
来
へ
む
け
て
の
姿
勢
も
う
か
が
え

る
各
論
文
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
図
書
館
さ
ん

の
お
話
も
、
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
機
会
が
つ

く
れ
ま
せ
ん
で
残
念
で
し
た
。

更
に
販
売
方
法
の
多
種
多
様
化
に
向
け
て
考

え
を
深
め
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
協
力
を

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。



人
文
・
社
会
科
学
書
二

O
、

た
だ
い
ま
進
行
中
の
人
文
社
会
科
学
書
フ
ェ
ア
に

つ
い
て
現
時
点
で
語
る
の
は
早
計
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
ホ
ッ
ト
な
う
ち
に
い
ろ
い
ろ
と
思
考
、
反
省
す

る
の
も
ま
た
必
要
な
こ
と
と
恩
わ
れ
ま
す
。

『
人
文
会
ニ
ュ
ー
ス
』
の
お
号
で
、
紀
伊
国
屋
書

庖
の
妥
沢
氏
が
人
文
図
書
展
示
販
売
会
に
つ
い
て
お

書
き
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
私
ど
も
は
そ
の
実
績
に

基
づ
い
て
、
さ
ら
に
拡
大
の
方
向
を
め
ざ
し
、
こ
の

販
売
を
展
開
し
た
い
、
実
施
す
る
価
値
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
し
た
。
今
回
開
催
さ
れ
た
フ
ェ
ア
に

は
、
伏
線
と
し
て
い
く
つ
か
の
要
因
が
あ
り
ま
し

た

一
、
会
と
し
て
図
書
館
と
い
う
市
場
へ
積
極
的
に

販
売
ア
プ
ロ
ー
チ
を
計
り
た
い
。
さ
ら
に
人
文
書
部

門
の
充
実
が
読
者
の
ユ

l
ズ
と
一
致
す
る
と
考
え
て

~、

0
0
0点
フ

ア
そ
の
経
過

コニ

い
た
こ
と
。

二
、
人
文
関
係
書
籍
の
図
書
館
へ
の
普
及
率
が
一

部
を
除
い
て
非
常
に
低
い
こ
と
。

三
、
昨
年
実
施
し
た
会
の
研
修
旅
行
ハ
名
古
屋
・

京
都
地
区
他
〉
で
、
東
販
内
部
に
単
価
の
高
い
専
門

書
籍
の
販
売
に
関
し
て
見
直
し
論
が
あ
り
、
そ
の
機

運
を
実
際
に
確
認
で
き
た
こ
と
。

四
、
昨
年
十
月
の
目
録
刊
行
会
合
同
総
会
で
、
東

飯
稲
葉
氏
の
話
し
に
、
「
専
門
書
を
販
売
す
る
姿
勢

を
さ
ら
に
き
め
細
か
く
、
強
化
し
、
版
元
へ
対
応
す

る
と
い
う
目
的
で
、
書
籍
部
専
門
書
課
が
新
設
さ
れ

た
。
ま
た
石
川
社
長
が
並
み
並
み
な
ら
ぬ
熱
意
で
そ

の
販
売
に
意
欲
、
関
心
を
寄
せ
て
い
る
」
と
開
き
、

そ
の
意
気
に
感
じ
た
こ
と
。

以
上
の
よ
う
な
基
盤
の
上
に
販
売
委
員
会
と
し
て

人
文
会
販
売
委
員
長

神
田

治

討
議
を
重
ね
、
結
論
と
し
て
、
首
都
圏
の
図
書
館
を

中
心
対
象
に
そ
の
販
売
を
得
意
と
す
る
、
石
井
書
庖

・
学
校
図
書
サ
ー
ビ
ス
の
協
力
を
得
て
、
東
販
を
主

軸
に
人
文
会
の
み
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
展
示
販
売
を
行

う
こ
と
と
し
、
具
体
的
交
渉
に
入
り
ま
し
た
。

東
販
首
都
圏
本
部
へ
企
画
を
持
ち
込
ん
だ
と
こ

ろ
、
さ
っ
そ
く
会
場
等
に
つ
い
て
の
協
力
が
得
ら
れ

る
見
通
し
と
な
り
、
実
現
す
る
方
向
が
い
っ
そ
う
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
別
に
、
合
同
で
毎
年
新
年
懇

親
会
を
聞
い
て
い
る
、
法
経
会
・
歴
史
書
懇
話
会
・

経
営
書
出
版
研
究
会
へ
の
呼
び
か
け
を
し
て
合
意
も

得
ら
れ
、
四
団
体
と
し
て
啓
蒙
お
よ
び
販
売
を
行
う

こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
問
、
東
阪
内
で
は
専
門
書
課
と
営
業
首
都
圏

で
調
整
が
行
わ
れ
、
実
施
に
当
つ
て
の
ノ
ー
ハ
ウ
が
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徹
底
的
に
検
討
さ
れ
、
徐
々
に
そ
の
姿
一
か
浮
か
び
上

っ
て
来
ま
し
た
。
い
く
つ
か
の
間
題
事
項
も
生
ま
れ

ま
し
た
。
東
阪
と
し
て
以
前
よ
り
計
画
し
て
い
た
フ

z

ア
と
の
関
連
、
東
版
本
庖
を
会
場
と
す
る
た
め
の

諸
問
題
、
図
書
館
の
方
々
を
会
場
へ
招
待
す
る
た
め

の
方
策
、
費
用
分
担
、
目
録
製
作
等
々
。
し
か
し
実

現
さ
せ
よ
う
と
い
う
各
々
の
熱
意
の
前
に
は
、
そ
れ

ら
の
問
題
も
着
々
と
解
決
さ
れ
て
ゆ
き
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
、
四
日
間
を
会
期
と
し
、
四
団
体
か

ら
二
万
点
を
展
示
し
、
協
賛
す
る
。
図
書
館
の
み
を

対
象
と
せ
ず
、
書
底
、
生
協
等
へ
も
販
売
し
、
売
上

金
額
目
標
を
五
千
万
円
(
事
前
で
三
千
万
、
会
場
で

一
千
五
百
万
、
事
後
に
五
百
万
)
と
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

人
文
図
書
展
示
販
売
会
の
デ
ー
タ
か
ら
も
、
事
前

販
売
に
よ
る
受
注
が
売
上
の
成
否
を
決
め
る
と
い
う

点
に
注
目
し
、
出
品
目
録
を
作
製
し
、
受
注
用
に
も

使
用
で
き
る
よ
う
考
え
、
営
業
首
都
圏
と
石
井
書
庖

を
中
心
に
、
活
発
な
事
前
販
売
促
進
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ご
承
知
の
よ
う
に
、
専
門
書
の
販
売
は
取
次
庖

が
重
視
し
て
来
た
回
転
率
志
向
と
は
趣
き
を
異
に

し
、
そ
の
柵
を
越
え
る
た
め
に
は
、
明
確
な
販
売
対

象
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
か

ら
も
、
事
前
受
注
と
い
う
ス
タ
イ
ル
は
識
に
意
気
の

上
が
る
手
段
と
吾
一
一
回
え
ま
す
。

約
一
カ
月
間
が
そ
の
期
間
と
し
て
当
て
ら
れ
、
二

分
冊
の
目
録
兼
受
注
票
が
、
書
底
、
図
書
館
等
へ
配

布
さ
れ
ま
し
た
。
目
録
の
効
果
に
つ
い
て
判
断
す
る

こ
と
も
尚
早
で
す
が
、
受
注
用
と
し
て
よ
り
も
、
む

し
ろ
目
録
と
し
て
、
ま
た
在
庫
確
認
用
と
し
て
利
用

さ
れ
た
傾
向
が
強
い
よ
う
で
す
。
長
期
的
に
見
て
そ

の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
展
示
会
場
は
色
別
で
ジ
ャ
ン
ル
が
示
さ
れ
て

お
り
、
プ
ル

l
、
グ
リ
l
y
、
イ
エ
ロ
ー
、
ホ
ワ
イ

ト
の
四
ゾ
l
ン
で
、
た
と
え
ば
ブ
ル

1
ゾ
l
ン
は
哲

学
思
想
・
心
理
・
宗
教
と
な
り
来
場
者
の
選
書
の
便

宜
が
計
ら
れ
て
お
り
、
書
籍
の
配
列
も
目
録
と
合
致

さ
れ
て
、
さ
ら
に
見
や
す
く
考
慮
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
努
力
は
全
く
専
門
書
課
の
労
に
よ
る

結
果
で
あ
る
と
申
せ
ま
す
。
二
万
点
か
ら
の
仕
訳
、

受
注
態
勢
、
各
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
(
各
社

ベ
ス
ト
、
各
種
全
集
・
セ
ッ
ト
、
在
庫
僅
少
本
コ
ー

ナ
他
〉
、
来
場
さ
れ
る
方
々
へ
の
情
報
提
供
等
々
、

特
に
前
述
の
目
録
と
並
列
に
展
示
さ
れ
た
商
品
、
短

冊
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
受
注
方
法
は
、
発
注
さ
れ
る
側

か
ら
も
版
元
側
か
ら
も
処
理
上
簡
易
で
、
良
い
結
果

を
生
む
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
先
年
行

れ
た
中
国
図
書
展
の
知
恵
の
現
わ
れ
と
言
え
ま
す
。

戸、

こ
れ
ら
の
結
果
、
会
場
で
の
販
売
実
績
が
三
千
二

百
万
を
超
え
る
売
上
と
な
り
、
事
前
、
事
後
を
合
わ

せ
て
目
標
金
額
の
倍
を
超
え
る
売
上
げ
と
な
り
、
所

期
の
目
的
を
売
上
の
面
か
ら
も
、
専
門
書
販
売
の
方

法
の
面
か
ら
も
、
一
応
の
実
績
を
得
る
成
果
と
な
り

ま
し
た
。

一
方
、
改
善
す
べ
き
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
目

録
兼
受
注
票
の
利
用
法
、
こ
れ
に
は
分
類
、
造
本
等

の
点
に
も
課
題
が
残
っ
た
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。

現
在
、
東
販
の
支
庖
で
準
備
が
進
行
し
て
い
る
最

中
に
こ
の
よ
う
な
総
括
を
す
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な

い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
東
京
会
場
に
つ
い
て
あ
げ

れ
ば
以
上
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
ま
し
ょ
う
。

締
め
く
く
り
と
し
て
申
上
げ
れ
ば
、
機
が
熟
し
つ

つ
あ
っ
た
と
は
言
え
、
実
行
に
踏
み
き
っ
た
東
販
の

英
断
。
展
示
、
受
注
、
レ
イ
ア
ウ
ト
等
に
努
力
、
追
求

さ
れ
た
専
門
書
課
。
販
売
面
で
絶
大
な
力
を
発
揮
し

た
営
業
首
都
圏
お
よ
び
特
版
部
。
四
団
体
版
元
の
小

異
を
捨
て
た
一
致
が
こ
の
結
果
を
も
た
ら
し
た
と
言

え
ま
す
。
ま
た
私
ど
も
版
元
を
さ
さ
え
る
、
一
冊
一
冊

の
本
の
持
つ
『
力
』
も
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
飯
売
委
員
会
と

し
て
今
後
も
人
文
図
書
の
普
及
販
売
に
気
持
を
ひ
き

し
め
つ
つ
一
層
の
努
力
を
払
っ
て
ゆ
く
所
存
で
す
。

- 17ー



F内

~ 

人文会会員名簿

(113-91 東京都文京区 本郷局私書函89号〉 55.9.20現在

幹

幹

幹

幹

会

幹

事

事

事

事

長

事

社名

青木書広

大月書庖

紀伊園屋書広

動草書房

現代思潮社

社会思想社

春秋社

品文社

誠信書房

筑摩書房

東京創元社

東京大学出版会

担当者

山根

鈴木

野口

@番号所在 地

譲 101千代田区神田神保町1-60

弘 113文京区本郷2-11-9

謙 102千代田区五番町12
ドミール五番町

氏家富男

安藤 豊

渡辺和彦

神田 治

寓州隆男

浜地正憲

菊池明郎

清水純孝

中平千三郎

112文京区後楽会23-15

112文京区小日向1-24-8

113文京区本郷1-25-21

101千代田区外神田2-18-6

101千代田区外神田2-1-12

112文京区大塚3-20-6

101千代田区神田小川町2・8

162新宿区新小川町1-16

113文京区本郷7-3-1

160新宿区須賀町14

112文京区小石1111-3-17

102千代田区四番町4-1

106港区南麻布2ーか4

代表幹事

日 本 評論社

福村出版

平九 社

法政大学出版局

みすず書房

未来社

有斐閣

吉川弘 文舘

別所久一

後藤光行

福村惇一

八木田三郎

阿部好文

相田良雄

石井奈良彦

佐藤 進

川越霊行

113文京区本郷5-32-21

170豊島区駒込1-3-15

幹 事

販売委員会

弘報委員会

調査・企画委員会

101千代田区神田神保町2-17

113文京区本郷7-2-8

。 神 田 渡 辺 浜 地 市 川

。菊池別所安藤佐藤

。八木田清水高州後藤

。印は委員長

-18 -

石井

福村

氏家 野口

電話

292-0481 

813-4651 

263-9006 

815-5277 

943-4406 

813-8101 

255-9611 

255-4502 

946-5666 

291-7651 

268-8231 

812-2111 
内7955

811-2157 

341-6161 

813-3981 

265-0451 

453-0717 

814-0131 

943-6841 

265-6811 

813-9151 
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贋 2全17巻酔由早明担割

監
修
猪
野
謙
二
・
埴
谷
雄
高
・
松
枝
茂
夫

編
集
飯
倉
照
平
・
橋
川
文
=
了
松
本
健
一

@
一
貫
し
て
日
本
近
代
へ
の
批
判
者
・
問
題
提
起

者
だ
っ
た
戦
後
も
っ
と
も
硬
骨
の
思
想
家
の
全
集
。

@
魯
迅
研
究
、
中
国
論
、
近
代
日
本
文
学
・
思
想

論
か
ら
状
況
論
、
時
評
に
お
よ
ぶ
全
業
殺
を
テ
!

?
別
と
編
年
体
の
組
み
合
せ
で
編
集
、
収
録
す
る

0

・
未
公
開
の
日
記
を
二
巻
に
わ
け
で
収
録
。

四
六
判
・
平
均
側
頁
・
月
報
8
瓦
内
容
見
本
呈

第
1
回
発
売
中
。
第
1
巻
3
0
0
0
円

白
茸
日
出
'
白
主
日
出
品
庇
コ
U
'
l
L

4
t
γ
-
1
.
4乍
γ-工
主
小
ニ
コ
ロ
司

l

i

l

i

-

-

構
想
以
来
二
十
余
年
、
壮
大
に
し
て

撤
密
な
近
代
日
本
政
治
の
パ
ノ
ラ
マ

ー
ト
ト
支

zt一
冊
全
七
巻

ιι
」
ベ
面
品
3
3
d
u
p
-苦
闘

完

結

升

味

準

之

輔

著

東

京

都

立

大

学

教

授

6
挙
国
一
致
と
政
党

1
明
治
維
新
か
り
自
由
民
権
へ
言
呂
円

3
3
司
l
-
3
3
2現
台

国

家

の

議

会

と

政

党

首

g
円

9
戸
一
昨
告
帝
国
戸

C
C
F
1
3
E
E一
一

Z

E

-

-

E

F

J

t

z

U

N

3
大
正
デ
毛
ク
ラ
シ
!
と
大
陸
政
策
孟
呂
円

7
近

衛

新

体

嗣

4
原

敬

の

時

代

詰

口

口

円

9
月
下
旬
刊
宍
8
円

5
西

国

寺

と

政

党

政

治

望

8
円

帝
国
議
会

議

事

速

記

録

四

・

四

各
七
口
口
口
円

東献京神柵III[玩読雇吾房扇L小利村州jトN州川、サ引州1川11阿匝町恥I東京大学出版会
113文京区本郷東大構内振替東京6-59964

戸ヘ

一
輝
暴
川
端
康
成
、
川
端
香
男
里

本

b
l
u
ヤ
表
逮
匂
臨
陸
込
じ
陸
出
向

定

J
J司
品
賞
匹

r
Z劇
d
ヨ
色
羽
ハ

全
ニ
巻
四
六
判
上
製
貼
函
入
定
価
各
三

O
O
O円

上
巻

1
小
説
叩
月
刊
下
巻

1
随
筆
書
館
他
ロ
月
刊

北
仲
間
民
般
は
、
不
治
の
業
病
と
恐
れ
ら
れ
た
ハ
ン
ヒ
ン
病
の
山
H
一
引
を
〉
け
、
腐

乱
し
て
い
く
肉
体
と
冗
を
山
川
町
す
る
械
限
状
況
の
中
で
、
名
作
吋
い
の
ち
の
初

夜
』
そ
の
他
を
発
炎
し
た
夫
折
の
火
宇
的
作
京
で
あ
る
叫
本
全
集
は
、
氏
の
死

後
ま
も
な
く
編
ま
れ
た
川
全
県
に
、
未
発
炎
の
小
説
-
一
樹
と
凶
栄
一
九
州
、
さ
ら

に
北
線
氏
育
て
の
税
と
も
い
う
べ
き
川
端
康
成
氏
か
ら
氏
に
宛
て
た
抗
設
な
書

簡
二
十
四
通
を
収
録
、
定
本
と
し
て
の
光
墜
を
則
し
た
も
の
で
あ
る
。

〈
内
容
見
本
送
呈
〉

日本評論社

戦
前
日
本
の

思
想
統
制

R
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
著
/
奥
平
康
弘
・
江
橋
崇
訳
二
三

O
O円

現
在
進
行
し
つ
つ
あ
る
全
般
的
な
右
傾
化
は
、
昭
和
初
期
の
よ
う

な
暗
い
時
代
の
前
ぶ
れ
を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
は
た
し
て
「
戦

後
」
が
疑
わ
れ
て
よ
い
の
か
。
本
書
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
時
代
に
猛

威
を
ふ
る
っ
た
治
安
維
持
法
の
実
態
を
、
豊
富
な
資
料
と
鋭
い
視

角
で
明
ら
か
に
し
、
改
め
て
現
代
を
聞
い
直
す
素
材
を
提
供
す
る
。

東京創元社東京新宿新小川町東京新宿須賀町/振替東京 0=16



結

婚

の

心

理

問

圏
分
康
孝
箸
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
に
電
創

出
会
っ
て
き
た
著
者
が
、
よ
り
多
〈
の
人
へ
、
よ
り
す
ば
ら

-R

し
い
結
婚
生
活
を
送
っ
て
欲
し
い
と
切
に
願
い
書
下
し
た
結
副
刷

婚

ガ

イ

ド

ブ

ッ

ク

。

回

大

判

/

定

価

一

二

O
O
円
出

性
と
婚
姻
の
き
し
み
樹

大
井
正
著
性
と
は
何
か
?
婚
姻
と
は
何
か
?
単
婚
涼
日

制
度
の
社
会
的
・
経
済
的
基
盤
の
本
質
を
き
寸
り
な
が
ら
、
・
41
川

将
来
の
性
と
婚
姻
の
あ
り
方
に
大
き
な
示
唆
を
あ
た
え
る
香
涼
沼

下

し

決

定

版

。

四

穴

判

/

定

価

一

豆

O
O円
耳

4

-
コ
フ
ラ
l
/石
井
扶
桑
雄
訳

抽
象
芸
術
と
不
条
理
文
学

*
美
学
ノ
l
ト

二

四

O
O円

法政大学出版局

カ
ー
ル
・
カ
ウ
ツ
キ
l
/栗
原
佑
訳

中
世
の
共
産
主
義
二
八

O
O円

ヱ
ミ

I
ル
・
デ
ユ
ル
ケ
l
ム
/
小
関
藤
一
郎
訳

分
類
の
未
開
形
態
ニ
O
O
O円

~ 

東京都潜区南麻布2-8/振替東京6-95814

|平凡社|制服審思想;

ト
』

BSF
申〆
/

1
人
は
ど
こ
か
ら
来

日ペ
I
、
、
ご
ザ
|
て
ど
こ
へ
行
く
か

リ
チ
ャ
l
ド
・
リ
l
キ
l
著
岩
本
光
雄
訳

園
A
B
判
制
買
/
定
価

4
、5
0
0
円
圃

世
界
的
に
著
名
な
人
類
学
者
、

R
・
リ

l
キ
ー
が
語

る
人
類
の
歴
史
。
二
五

O
点
に
の
ぽ
る
カ
ラ

l
写
真

や
復
元
固
な
ど
の
豊
富
な
図
版
を
駆
使
し
て
、
人
類

進
化
の
道
程
を
解
説
す
る
。
写
真
の
中
に
は
、
日
本

で
は
見
ら
れ
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
資
料
も
公
開
さ
れ

て
い
て
、
興
味
深
い
。
「
人
類
は
攻
撃
的
か
」
「
人
類
に

未
来
は
あ
る
か
」
な
ど
、
人
類
の
本
質
に
迫
る
疑
問

に
も
、
生
物
学
的
、
文
化
人
類
学
的
知
識
を
集
大
成

し
て
考
察
す
る
。
す
で
に
六
ヵ
国
語
で
発
売
、
好
評

重
版
中
、
翻
訳
権
独
占
。

遍

歴

ハ

自

伝

〉

司
令
美
恵
子
著
作
集
門
9
〉
恵
ま
れ
た
天
賦
・
多
感
な
少
女
時
代
の

外
国
生
活
、
使
命
の
自
覚
へ
の
旅
路
を
た
ど
る
回
想
的
自
伝
・

=
5
0円

昧
と
雰
囲
気

テ
レ
ン
パ
ヴ
ハ
匂
い
と
味
の
感
覚
は
人
と
人
と
の
触
れ
合
い
を
支
え

る
・
椅
神
病
理
学
の
新
鮮
な
分
析
・
宮
本
忠
雄
・
上
田
章
子
訳
一
4
8円

宇
宙
を
解
く
鍵
素
粒
子
論
と
宇
宙
鈴

コ
ー
ル
ダ
ー
ク
ォ
l
タ
理
論
ー
ブ
ラ
ッ
ク
・
ホ
ー
ル
な
ど
を
懇
切
に

紹
介
し
た
索
粒
子
物
理
学
入
門
.
山
口
・
岡
村
・
中
海
訳
墨
g円

恋
愛
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
・
断
章

ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
ウ
忌
ル
テ
ル
、
ニ
l
チ
a
等
を
引
用
し
つ
つ
、
恋

愛
の
形
姿
を
明
か
す
魅
力
的
な
「
愛
の
禽
」
三
好
郁
朗
訳
芸
g円

( 

みすず書房持諦守脅



( 

シ
チ
ェ
ド
リ
ン
選
集
H
第
一
巻
〈
第
1
回
配
本
V

大
人
の
た
め
の
童
話

ω世
紀
ロ
シ
ア
の
瓢
刺
作
家
シ
チ
ェ
ド
リ
ン
は
、
帝
政
ロ

シ
ア
の
も
ろ
も
ろ
の
社
会
悪
、
腐
敗
を
徹
底
的
に
笑
い
と

ば
す
。
第
一
巻
に
は
攻
撃
的
な
笑
い
に
満
ち
た
短
篇
沼
篇
。

・
四
六
判
上
製
・
カ
バ

l
・
四
五
六
頁
・
価
三
五

O
O円

ジ
ョ
ン
・
キ
ヤ
ロ
ル
/
松
原
公
護
・
塚
本
利
明
・
塚
本
嘉
寿
訳

水
園
田
宮
か
ら
の
脱
出

【
ア
ナ
ル
コ
目
サ
イ
コ
ロ
ジ
ー
的
批
判
了
γ
ュ
テ
イ
ル
ナ

l
・
ニ

l
チ
ェ
・
ド
ス
ト
ヱ
フ
ス
キ

l
】
フ
ロ
イ
ト
、
ユ

ン
ク
に
つ
な
が
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
第
三
の
知
的
伝
統
を
、

傍
題
の
三
人
を
中
心
に
分
析
し
た
精
神
分
析
的
思
想
史
。

・
四
六
判
上
製
・
カ
パ

l
・
ニ
六
六
頁
・
価
ニ

O
O
O
R

新装柳宗悦選集会10巻

①工芸の道②子仕斡日本③工芸文化

④朝鮮とその芸術⑤沖縄の人文⑥茶と美

⑦民と美⑧物と美⑨和食上人⑬大津絵

・四六判・上製貼函入1・2・3・6巻香1200円
4・5・7・8・9・10巻各1500円

私版本柳宗悦集全6巻

①美の法門②心偽③船箪笥④蒐集物語

⑤丹波の古陶⑥私の念願

・萄判・上製貼函入 各巻3000円

柳宗悦宗教選集会5巻

①宗教とその真理②宗教の理解③神につ

いて④南無阿弥陀仏⑤宗教施想

./J、86判・函入各巻 600円

電話・代表
(943) 6841 未来社東京・豊島

駒込1-3-15春秋社訴!??2堅itfP字詰

アジア人と日本人
鶴見良行 アジアの民衆が対等につきあえる
一一そんな閥系をどうっくりだすか。日本侵
略下の北京に生きた中江丑吉ら先覚者の生き
方に学ぴ、新しいアジア学を探る。 1200円

房山
室

目

加
信
明

暗
闘
淵

戸¥いなかのうまいもの
圏分一太郎雑誌蕎克握り飯。肱払
ドンガラ比山菜のいろいろ。演す紘 H ・H ・

人々 の知恵[i)<育ててきた、自然と季節にねぎ

した食物を、舞踏をこめてつづる。 1200円

メキシコのマリンチE
飯島正 16-世紀はじめ、スペイン人コルテス
によるメキシコ征服のかげに、コルテスの通
訳として大きな役割りを果たした一人のイン
ディオ女性の生涯を鮮かに描きだす。 2300円

内
面
へ
の
亡
命

分
裂
病
質
と
文
明

R
・
ジ
ヤ
カ

l
ル
/
目
黒
士
門
訳
孤
独

な
現
代
人
の
内
面
へ
の
逃
避
が
、
共
同
社
会
か
ら
の
自
己
隔

離
や
集
団
生
活
か
ら
の
亡
命
を
生
む
機
構
を
明
快
に
、
力
強

く
、
か
つ
簡
潔
に
ま
と
め
た
エ
ッ
セ
イ
。
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患
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と
分
析
者

精
神
分
析
臨
床
の
基
礎

J
・
サ
ン
ド
ラ
l

/
前
回
重
治
監
訳

精
神
分
析
、
心
理
学
、
精
神
医
学
の
領
域
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

た
ち
が
、
精
神
分
析
治
療
の
過
程
を
正
し
〈
理
解
す
る
上
で

基
本
と
な
る
概
念
に
つ
い
て
詳
説
す
る
。
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と

は

何

か

?

そ

こ

で

は

何

が
否
定
さ
れ
、
何
が
残
さ
れ
た
の
か
?
現
代
ソ
速
の

理
解
に
不
可
避
の
諸
問
題
を
正
面
に
据
え
、
冷
徹
な
分

析
を
加
え
る
。
歴
史
の
証
人
と
し
て
複
雑
な
戦
後
史
を

再
構
成
す
る
。
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幾
ω

の
思
想
中
国
と
H
本
の
あ
い
だ

駒
田
信
ニ
著
老
子
、
荘
子
、
東
方
朔
か
ら
魯
迅
、
郁

達
夫
、
そ
し
て
増
田
渉
、
武
田
泰
淳
、
高
橋
和
巳
ら
に

み
る
複
眼
的
思
考
を
さ
ん
¥
る
。
一
八

O
O円一

Tm

日
本
人
の
心
理
と
生
活

南
博
祉
会
心
理
論
集
2

社
会
現
象
を
心
理
学
的
に
み

る
こ
と
に
人
・
々
の
関
心
を
高
め
、
日
本
及
ぴ
日
本
人
に

つ
い
て
考
え
た
先
駆
的
論
考
。
=
一
八

O
O円一

Tm

日
本
人
の
芸
術
と
文
化

南
博
社
会
心
理
論
集
3

日
本
人
の
個
人
心
理
と
社
会

心
理
の
両
面
か
ら
み
た
芸
術
と
文
化
の
問
題
及
ぴ
現
代

人

の

行

動

傾

向

を

論

ず

る

。
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フ
ロ
イ
ト
を
超
え
て

E
・
フ
口
ム
/
佐
野
哲
郎
訳

7
ロ
イ
ト
思
想
の
偉
大
さ
と

そ
の
限
界
を
様
々
な
角
度
か
ら
鋭
く
分
析
し
た
本
書
は
、

7

ロ
ム
の
7
ロ
イ
ト
批
判
を
集
大
成
し
た
遺
作
で
も
あ
る
。

￥
1
3
0
0
 

シ
ス
テ
ム
哲
学
入
門

E
・
ラ
ズ
口
l
/
伊
藤
重
行
訳
現
代
科
学
の
問
題
点
を
ふ

ま
え
て
そ
れ
ら
を
統
合
す
る
シ
ス
テ
ム
論
的
視
点
か
ら
、
寸
地

球
社
会
L

に
生
き
る
我
々
に
今
必
要
な
世
界
観
を
提
出
す
る
。

￥
1
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0
0
 

実
践
哲
学
諒
結
晶

F

モ
ル
フ
ォ

l
、
ラ
フ
ァ
ン
/
野
田
又
夫
、
他
訳
フ
ラ
ン
ス
の

リ
セ
の
哲
学
講
義
の
副
読
本
で
、
金
四
巻
よ
り
成
る
。
古
典

的
な
テ
キ
ス
ト
を
用
い
て
諸
概
念
を
明
確
に
説
明
す
る
。

￥

2
5
0
0
 

社
会
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
批
判

ト
ロ
ッ
キ
ー
弥
永
他
訳

フ
ァ
シ
ズ
ム
の
本
姿
を
達
観
し
世
界
大
戦
の
危

3

)
】
ヲ

機
を
告
知
、
混
乱
す
る
国
際
革
命
運
動
を
照
射

t
t
t
f

黒
田
寛
一
著

社
会
観
の
探
求

史
的
唯
物
論
・
マ
ル
ク
ス
主
義
の
原
理
と
方
法

1
2
D
D
q

と
を
体
系
的
に
か
つ
完
結
に
述
べ
た
入
門
書
・

J
1
1
1

現
代
に
お
け
る
平
和
と
革
命

現
代
マ
ル
ク
ス
主
義
の
堕
落
に
抗
し
平
和
共
存

3
3
3
q

理
論
的
エ
セ
・
イ
デ
オ
ロ
￥
l
性
を
つ
く
必
読
書

1
1
1
1
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紀伊国屋書庫
東京都新宿区新宿3(354 )0131 

現代思潮 社
東京都文京区小日向 1-24 電話(943)4406
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